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甲府 市 教 育 委 員 会



平成18年 3月 1日 、甲府市は旧中道町・十日上九一色村北都 と合併 し新たに出発 しました。

新甲府市は、長野 との県境 に位置する標高2500m級 の秋父連山を北辺 とし、南は標高2000

mに近い御坂山塊 までの南北43キ ロ、東西最大幅約10キ ロと、甲府盆地を南北に縦断する

細長い市域 とな りました。この合併 により旧甲府市域 に253箇所、旧中道町に103箇所、旧

上九一色村北部の12箇所、合計368箇所が埋蔵文化財包蔵地 とな り、県内屈指の「遺跡の宝

庫」が誕生 しました。中には弥生時代後期から古墳時代前期に位置する120基 を超 える方形

周溝墓群の「上の平遺跡」、古墳時代 4世紀代 に築造された古墳 として東 日本最大級の規模

を誇 る「銚子塚古墳」。「丸山塚古墳」をはじめ、中世武田氏三代の居館である「武田氏館

跡」など、全国的にも著名な遺跡が含 まれてお ります。

本書は、平成 7・ 8年 に旧甲府市域において行われました試掘調査の報告であります。

加牟那塚古墳が所在する千塚周辺から積石塚古墳が集中す る和戸周辺までの盆地北辺部の

遺跡 を中心 とする遺跡の調査成果が多 く掲載 されてお ります。

合併 により市域が拡大 したため、今後試掘調査件数 も増加するものと考えられます。是

非 とも未来を担 う子供たち、さらに子々孫々まで、我々の先人が残 した歴史を守 り伝 える

ためにも、市民の皆様方一人一人の埋蔵文化財に対するご理解 。ご協力を賜 ります よう今

後 とも宜 しくお願い申 し上げます。

2006埜F3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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1.本 書 は、平成 7・ 8年度 に実施 した甲府市 内におけ る各種 開発行為 に伴 う試掘調査 の

報告書 で あ る。

2.本 書 に収録 した調査 は、文化 庁 。県教 育委 員会の指導 の もと、 甲府市教 育委員会 が主

体 となって実施 した。調査経 費 は国・ 県 の補助金 の交付 を受 けた。

3。 調査 は、信 藤祐仁 。平塚 洋 一 。志村 憲―・ 佐 々木満 。兄玉好美 (元教 育委員会文化財

主事 )が担 当 した。

4.本 書 の執筆 は信藤祐仁・ 平塚 洋一・ 志村 憲―・佐 々木満 が、編 集 は原 正邦 (文化 ス

ポー ツ課長)を編集責任 者 と し、志村 憲― が行 った。

5。 本書の挿 図 は、 内藤真千子・ 栗 田かず子・ 清水秀樹 。中村 里 恵・鈴木 由香 。佐野香織

が作成 した。

6.本 書 に係 わ る出土遺物及 び記録 図面 。写真等 は甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

7.発 掘調査 にあた り、土地所有 者 の御協 力 を賜 った。

8.調 査参加者

相 沢 陽 子 雨 宮 英 郎  池 谷富士子 岡  悦 子 小沢 恵津子 小沢菊太郎

長 田 富 夫 金井 い く代 茅 鳴 一 男 岸 本 美 苗 倉 田 勝 子 小 池 信 夫

小 池 孝 男 小 宮 通 子 坂本 しのぶ 佐 田 金 子 三枝袈裟男 清 水 公 子

末 木 義 光 鈴 木 由 香  武井美知子 手 塚 房 子 長 澤 晴 雄  中 田 芳 仁

根 岸 利 昭 平 沢 則 子 深 沢 久 子 藤 原 洋 子 本 道 歌 子 本 道 政 清

山 田 利 三 渡 辺  茂  渡邊百合子              (敬 称略 )

日
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1.遺構 。遺物番号 は、各調査地 区単位 で通 し番号 とした。

2.遺構 名 は、各遺構 の性格や形状 に応 じて調査 当時、各担 当者が名称 を付 した。今後、

新 たな調査対象 に よ り全体 の把握 がな された場合、変更が生 じる可能性 が ある。

3.全体 図 。遺構・ 遺物実測図の縮尺 は、図面上 に表示 したスケールの とお りで ある。

4.調 査位置図 には、 甲府都 市計画図 (1/50,000)を 使用 した。

5。 遺物観 察表 の色調 は「標準土色帖」 (農林水産省農林 水産技術会議 事務局監修  1997

後期 )に基づ いて記載 した。

6.図 面 のスク リー ン トー ン指示 は、以下 の とお りである。

匠 コ
:彊櫂鯖

彩

け‰
嘘 物 黒色端

‰ u強
構 焼土

岡 醐粧痕備最且霧量2勒タコ嘘 国霊至憂目・石
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● 番号は調査一覧表と対応
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在
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査
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面
積

調
査

期
間
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遺
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1
深

田
遺

跡
(第

2次
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国
玉

H丁
60
6
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住

宅
建

設
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2
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6
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器
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2
上

町
天

神
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田 丁
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-3
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互

物
置
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7
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丁
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遺
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1深田遺跡 (第 2次 )

調査 位 置  甲府 市 国玉 町 606

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

声寸象 面積  500m2

調 査 面積  4m2
調 査 期 間  平 成 7年 4月 5日 ～ 6日

調 査 担 当 兄玉好 美

調 査 の概 要

深 田遺 跡 は濁 川 左 岸 の盆 地 平 坦 部標 高 約 255mに 立 地 す

る古 墳 時代 の遺 跡 で あ り、調 査 区 は遺 跡 範 囲 の 中央 部 に位

置す る。近 隣 には古 墳 時代 の塚 越 遺 跡 や 中世 の落合 氏館 跡

と、延 喜 式 内社 で 甲斐 国三 ノ宮 の玉 諸神 社 が鎮 座 して い る。

調 査 区 に 2m四 方 の グ リッ ドを設定 し、地 表 下約 45cm掘

削 を行 った。 第 1～ 4層 内か らは土 師器 小 片 が約 30点 出土

した。遺 構 に関 して は検 出 され なか った。

(志村 憲一 )

I 皓灰掲色土層

2灰 褐色土層

3黒褐色粘土層

4黒 褐お■層

5黒褐色粘土層

6黄 色粘土層

耕作土

しまりあり、粘性あり

鉄分多畳含む。

しまりあり、粘性あり

粒子密、植物遺存体含む。

しまりあり、お性あり。

粘性非常にあり、

水分多置に含む。

図 1 基 本 層 序

2上町天神遺跡

ヨ胃聖塁ね拡纏肇  EFガ子司庁L田丁1739-3、 1739-4、 1740-1

調 査 原 因 物 置建 設

メ寸象 面積  2,642m2
調 査 面積  l m2
調 査 期 間 平 成 7年 4月 6日 ～ 7日

調 査 担 当 鬼玉好 美

調 査 の概 要

上町天神遺跡 は、濁川左岸の盆地 中央部標高約 255mに 位 置す る、古墳 ～平安時代 の遺跡

である。調査 区は遺跡範 囲の北西部にあた り、耕地が広 が る。周辺 には、平安期 の大土井遺

跡 。明石 西河原遺跡、 中世段階の上尻遺跡 な どが存在 す る。

調査 区 に lm四 方のグ リッ ドを設定 し、地表下約 120cmま で

掘削 を行 った。地表 下約 60cmま での第 1～ 3層 か ら土師器小

片が出上 してい るが、 ヤヽずれの層 も攪乱 を受 けていた。遺構

D                  in

基本 層序

Om―

05-

1皓褐色土層 (表 土 )

2淡 褐 色 砂 層

3皓 褐 色 上 層

4砂  利  層

3   5皓 褐 色 土 層

4
に 関 して は検 出 され な か っ た 。

-4-

(志村 憲― )

図 1



3緑が丘二丁目遺跡 (第 8次 )

調査 位 置  甲府 市緑 が丘 二 丁 目893-1

調査 原 因 個 人住 宅建 設

テ寸象 面 積  149.37m2
調 査 面積  4m2
調 査 期 間  平 成 7年 4月 10日 ～ 13日

調 査 担 当 兄玉好 美

調 査 の概 要

緑 が 丘 二 丁 目遺 跡 は縄 文 か ら平 安 時 代 まで の散 布 地 で あ

る。遺 跡範 囲 中央 部 東側 の標 高 296m地点 に位 置 し、現 状 周 辺

は住 宅地 で あ る。

調 査 区域 内 に 2m四 方 の グ リッ ドを設定 し、地 表 下約 0.9m
地 点 まで掘 削 を行 った。 第 1～ 4層 まで の堆積 層 が確 認 され

たが、 近代 の攪 乱 を受 け、 遺 構 は検 出 され なか った。

出土 遺 物 は、 古 墳 時代 後 期 鬼 高期 の上 師 器 小 片 が約 30点 出

10-
図 1 基本層序

上 して い る。 (志村 憲一 )

図 2 出 土 遺 物

4音羽遺跡

訪司型垂れ五纏竪  珂ヨ斥子■手モ争可可田丁443-9

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸多壁頂覇れ費  285。 94m2

調 査 面積  4m2
調 査 期 間  平 成 7年 5月 9日 ～ 17日

調 査 担 当 兒玉好 美

調 査 の概 要

音羽遺跡 は、荒川左 岸標 高288mに位 置す る弥生時代 か ら平安時代 までの散布地 であ る。

調査 区東側 200m地 点で は、平成 4・ 5年度 山梨県埋蔵 文化財 セ ンターが調査 を行 い弥生時

代後期 か ら平安時代 の住居跡 が 28軒 と古墳時代前期 の方形 周溝 墓 4基が検 出 された。

調査 区域 内に 2m四 方の グ リッ ドを設定 し、地表下約 1.3mま で掘 削 を行 った。遺物包合

層 は第 1～ 7層 である。特 に試掘坑北西隅の第 5層 か らは、炭化 材 が折重 なった状況で検

出 された。 さらに炭化材 直下か らは、北西方向に広が る もの と考 え られ る、深 さ約 20cmの

上坑 の一部が検 出 された。 出土遺物 は完形 品 を合 み極 めて良好 な状況 て確 認 され、 いずれ

も 8世紀第四半期 に位 置づ け られ る甲斐型土器及び須 恵器 が 出上 した。

炭化材及び土坑 の検 出状況 か ら、8世紀代 の焼失住居 の一部分 で あるこ とも考 え られ る。

(志村 憲― )

I 褐 色 土 層 粒子粗、小石多量含む。

2 決褐色土層 粒子粗、小石多量含む。

3 緑灰褐色土層 粒子やや粗。

4 緑灰褐色土層 粒子密。

05-

嘲
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サブトレンチ

I灰 掲 色 土 層 粒子糧く、しまりなし。

2灰褐色・黄褐色土層

粒子粗く、しまりなし。

3黄 褐 色 土 層 粒子粗く、しまりなし。

4赤 褐 色 土 層 粒子粗く、しまりなし。

5皓 掲 色 土 層 粒子粗く、しまりややあり。

6炭化材堆積層 粒子粗く、しまりややあり。

7黒 褐 色 土 層 粒子粗く、しまりややあり。

8淡 褐 色 土 層 粒子粗く、しまりあり。

図 1 調査区全体図 。セクション

一
5

師

〕表  土

2暗 褐色土層 しまりあり。

3階赤褐色土層 しまりあり、鉄分倉む。

4黒 褐色土層 しまりあり、炭十ヒ粒含む

5黒 褐色土層 しまりあり、粒子密

炭イヒ粒、焼土含む。

6階茶褐色土層 しまりあり、粒性あり

水分含む。

基 本 層 序

図 2 出 土 遺 物

表 1 昔羽遺跡出土遺物観察表

5緑が丘一丁目遺跡 (第 5次 )

調 査 位 置  甲府 市緑 が丘 一 丁 目108-5、 108-6

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

ナ寸象 面 積  312.45m2
調 査 面積  4m2
調 査 期 FHE 平 成 7年 5月 30日

調 査 担 当 兒玉 好 美

調 査 の概 要

緑 が丘一丁 目遺跡 は、相川右 岸 に立地 す る古墳時代 の散布

地 で あ る。遺 跡範 囲の 中央部南側標 高約 286m地点 に位 置す

る。現状 周辺 は住宅地で ある。

調査 区域 内 に 2m四 方のグ リッ ドを設定 し、地表 下約 lm
まで掘 削 を行 った。地表下約 70cmに 位 置す る第 6層 内か ら、

直径 約 10clnの ピッ トが 2基検 出 された。遺物 は土師器小片 3

単位 :cln( )は反転実測による

番号 れ奎    月ll 器  種 調 整 色   調 焼 成 備   考
日

1 上   器 不 ロクロナデ・ケズリ 7.5YR 7/4鈍 い橙 良

2 上  器 不 ロクロナデ・ケズリ・暗文 2.5YR 5/6明 赤褐 良

3 土   器 不 ロクロナデ・ケズリ・暗文 2 5YR 5/6明 赤褐 良

4 土  器 邪 ロクロナデ 2 5YR 5/6明 赤褐 良

5 須 恵 器 蓋 ロクロナデ N5/灰 良

点 が 出土 した。

-6-

(志村 憲一 )

05-
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6加牟那塚古墳

調 査 位 置  甲府 市 千塚 三 丁 目25474他

調 査 原 因 下水 道工 事

調 査 面 積  4m2
調 査 期 間  平 成 7年 5月 30日

調 査 担 当 信 藤祐 仁

調 査 の概 要

調査 区 は、県史跡 「加牟那塚 古墳 」 の西裾部分 を巻 く市道 に、古墳 の 中心 か ら放射状 に

な る ように lm× 4mの トレンチ を 1本設定 した。周溝 の一部 を確 認す るこ とがで きたが、

道路 の外側 まで延びてお り周溝 の規模 は不 明。深 さは確認面 か ら約 50cmで あ り、遺物 とし

ての埴輪や土師器 はまった く確 認 で きなか った。

南側 の個 人住 宅で浄化槽 を設置後 の移動 した土 中か ら、形象埴輪 (5.6)と 円筒埴輪

(1.2.3)が 採集 された。 5は ,焉 形埴輪 の鈴部分 で鈴 日の切 れ込 み も確認 で き、 6は 人

物埴輪 の衣服 の綴 じ組 の結び 日 と推 定 され る。

出 土

‐聯

洗
0                10D「

‐
物】退

群馬塚廻り4号墳、参考

―

③

―

ぼ

ど ヨ 6

図 1

7塩部遺跡 (第 2次 )

調 査 位 置  甲府 市塩 部 一 丁 目367-1他

調 査 原 因 店 舗 建 設

オ寸象 面積  11,530.08m2

調 査 面積  500m2
調 査 期 間  平 成 7年 6月 12日 ～ 7月 10日

調 査 担 当 兄玉 好美

遺 Ltlの概 要

調査 区 は、湯 ,IIの 両岸 に またが って位 置 し標高 は約 275mで あ る。平成 7年 に北西側約 200

m地点の甲府工業高校敷地 で山梨県埋蔵 文化財セ ンターが行 った調査 で は、縄文 か ら現代

-7-



に至 る遺構・ 遺 物が検 出 されてい る。

調査の概要

湯 ,IIの 両岸 の調査 区域 内に 8箇所 の トレンチ を設定 し、遺構 。遺物が検 出 され た下記 ト

レンチ につ いて記載す る。

T-1 地表 下約 2mま で掘削 した。地表 下 1.9mま で攪乱 を受 けていた。時代 不 明の上

器 数点、瀬 戸美濃系陶器 1点 、近代 の遺物 が大量 に検 出 された。

T-2 南北 方向の トレンチか らは N-42° 一W方 向 を とる幅 2m、 深 さ0.3mの 溝跡 と、

N-60° 一Wに軸線 を もつ幅 50cm、 深 さ20cmの 溝 が lm間隔 をあけて 2条検 出さ

れ た。遺構 内か らは近世 か ら近代 にか けての陶磁器が検 出 された。

T-2 東西方 向の トレンチで は、 ほぼ磁 北方向の幅 4.5m、 深 さ0.5mの 南北 方向の溝

が 1条検 出 され、遺構 内か らは近世 の瀬 戸・ 美濃系陶器が 1点 出土 した。

(志村 憲― )

トレンチ4

S               N

トレンチ8

ートレンチ7

4                      4

6

0             30m

―

トレンチ2

1攪  苦し

2灰 掲色土層

3明黄掲色土層

4明灰褐色土層

5暗 褐色土層

6皓褐色粘土層

7黄褐色粘土層

植皮・石移量。

粒子粗、炭化粒少量。

lm未満石含む。

鉄分少量、炭化れ少量。

欽分堆積層。

粒子やや粗、炭化地少蜜。

しまりあり。

粒子やや組、鉄分移量。

しまりあり、鉄分多量、

炭化粒少量。

鉄分多量。

しまり粘性ややあり、鉄分、

炭化粒少量、粒子やや細い。

しまり・粘性ややあり、鉄分

炭イヒ粒少量。

しまり お性あり、

炭化粒少量。

しまり 粘性非常にあり。

トレンチ4
1表 土

2皓 褐色土層

3嶋 掲色土層

4茶 掲色土層

5皓 褐色土層

s皓 掲色土層

7灰 褐色土層

Ｗ

一

3

トレンチ5

1攪  乱

2灰 褐 色 土層 粘性あり、

粒子密、炭化物・鉄分含む。

3皓 褐 色土層 しまり 粘性あり、鉄分含む。

48旨 褐 色 土層 炭化地 焼土少璽含む。

トレンチB

I攪  苦し

E   争優藁婚毯丘橿 揺享旱お絶Ⅲ象雰多量。
4黒 掲色土層 粒子やや粗、

黄色粒・鉄分 水分含む。

5赤 褐色土層 鉄分堆積層。

6褐 色粘土層 粘性あり、鉄分多選。

7灰 褐色土層 しよりあり、粒子密、鉄分。

2   :
4

5・ 8セ クショントレンチ 2・ 4

-8-
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8上土器追跡 (第 2次 )

調査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調 査 担 当

耳ヨメ子可丁お弊ナトロ丁238

個 人住 宅建 設

250.22m2

20m2

平 成 7年 6月 22日 ～ 26日

平 塚 洋 一

調 査 の概 要

上 土 器 遺 跡 は、 奈 良時代 に甲斐 国分 寺 の瓦 を

焼 成 した瓦 窯 跡 と、 古 墳 時代 後 期 の集 落 跡 が 過

去 の調 査 に よ り確 認 され て い る。

今 回 の調 査 は、 対 象 地 に 2× 10mの トレ ンチ

を設定 し実 施 した。調 査 の結果、地 表 か ら約 70cm

の深 さで トレ ンチ南側 に幅約 20cmの 溝 状 遺 構 が

確 認 で きた。 また、 さ らに掘 り下 げた とこ ろで

AT層 とみ られ る火 山灰 層 が確 認 で きた。

出土遺 物 に古 墳 時代 後 期 の甕 (1)や瓦 片 (4、

5)、 紡 錘 車 (3)が あ る。
O     m l

図 1 出 土 遺 物

遺 Lttの 概要

大坪遺跡 は、古墳 ～平安時代 の生産跡で ある

の南東部、標 高約 260mに 位置す る。

調査の概要

調査 区域 内 に 2m四 方のグ リッ ドを設定 し、

9m地点 まで掘 削 を行 った。地表下約 0.4mま で

け、 5・ 6層 は砂 層で あ り、河デIIの 堆積層 と考

遺構・ 遺物 は全 く確認 されなか った。

(

I乗褐色土層(表■)攪乱、ブロツク

木材多量。

2階褐色・黒色粘土層 攪乱。

3褐 色 上 層 しまりややあり。

4黒褐色粘劇唇 粘性、しまりあり

黄色粘土ブロツク含む

自色地子多二。

5灰 褐色砂層 自色砂倉、粒子やや粗。

8灰 褐色砂層 粒子非常に粗、鉄分含む。

,黒 色粘土層 しまり、粘性非常にあり

鉄分含む。

地表 下約 0.

は攪乱 を受

え られ る。

志村 憲― )
図 1 基 本 層 序

蝉

~愚
4

O
03

9大坪追跡 (第 8次 )

調査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調 査 面積

調 査 期 間

調査 担 当

FF〆子司す鶏斎刑醍田丁460

事 務 所 建 設

266.73■Y

2m2

平 成 7年 7月 11日 ～ 13日

兒 玉 好 美

。遺跡範 囲

-9-



10緑が丘一丁目遺跡 (第 6次 )

調 査 位 置  甲府 市緑 が丘 一 丁 目1081
調 査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸象 面積  420.O m2

調 査 面積  17m2
調 査 期 間  平 成 7年 7月 20日 ～ 28日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

緑 が 丘 一 丁 目遺 跡 は、相 川 に よって形 成 さ

れ た扇 状 地 の西 端 に立 地 す る。 近 年 (平成 16

～ 17年度 )の調 査 に よ り、古 墳 時代 後 期 の集 落

跡 が検 出 され て い る。

当初 2× 4mの トレ ンチ を設 定 し、 調 査 を

行 った とこ ろ、 古 墳 時代 後 期 の 上 器 を含 ん だ

溝 状 遺 構 が検 出で きた。溝 跡 か らの 上 器 の 出

土 量 が 集 中 して多量 だ った た め、溝 の 延 長 を

確 認 す るた め、拡 張 して調査 を行 っ た。

出 土 遺 物 は古 墳 時 代 後 期 に位 置 付 け られ

る。郷、高 不、甕 等 が 出上 して い るが、ベ ンガ

ラ に よ る朱 が 塗布 され て い る。

I 表  土   攪乱

2 褐 色 土 層 瓶子やや粗、鉄分多量含む

しまりややあり。

3皓 褐色土層 粒子やや粗、しまりあり。

4黒褐色粘土層 しまりあり、粘性あり

黄色 自色ブロック含む。

5皓 褐色土層 炭イヒ粒少量含む。

6階 褐色砂層 粒子粗、炭化粒多量。

7黒褐色・淡褐色砂層 F_子非常に組し屹

A

図 1 調査区全体図 。セクシ ョン

7

O               10on
i

図 2出 土 遺 物

表 1 緑が丘―丁目遺跡 (第 6次)出土遣物観察表

く    |

5

単位 :cfll( )1ま反転実測による復元値

中
m

番号 種    別 器  種
法 量

調 整 色   調 焼 成 備   考
日  径 器  高 底 径

1 上  器 坑 か ナデ・ ミガキ 10YR 6/4鈍 い黄橙 良 内外赤色塗彩

土   器 不 ナデ・ケズリ 10YR 6/3鈍 い黄橙 良

土   器 坑 ナ デ 7 5YR 6/6橙 良

土   器 不 ナデ・ ミガキ 10R4/8赤 良 内外赤色塗彩

土   器 高 邦 (10.0) ナデ・ケズリ 5YR 6/4鈍い橙 良 内外赤色塗彩

土   器 高 不 (11.0) ナデ 。ケズリ 10YR 6/4鈍い黄橙 良

7 土   器 壷 ケヽ 10YR 4/8赤 良 内外赤色塗彩

土   器 壷 ナ デ 75YR 6/4鈍い橙 良

-10-



11宮の脇A遺跡 (第 2次 )

調査 位 置  甲府 市 善 光 寺 二 丁 目2744

調査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸多熊雇覇れ責  424.058m2

調 査 面 積  1.6m2
調査 期 間 平 成 7年 8月 9日

調査 担 当 兒 玉 好 美

遺 跡 の 概 要

当遺 跡 は北原扇状地扇央部標 高約 270mに位 置す る縄文 。平安か ら近世 に

か けての散布地 で ある。県道 を挟 んで東側 には甲斐善光寺が存在 し、調査

区は善光寺 の子院が存在 した もの と考 え られ る。

調査の概要

調査 区域 内 に 2m× 0,8mの 試掘坑 を 1箇所 設定 し、地表下約 0.6mま で

掘削 を行 った。試掘坑東端 よ り、径 0.5m、 深 さ0.2mの ピッ トが 1基確 認

され た。 出土遺物 は、近世 18世紀以降の、煙管 、寛永通宝、陶磁器小片で

ある。                        (志 村 憲― )

Om―

05-

o      05m
中

I暗褐色土層

しまりややあり、

炭化物少量含む。

2策 色 礫 層

礫多重含む。

図 1基本層序

12大手下遺跡・武田城下町遺跡

調 査 位 置  甲府 市大 手 三 丁 目3644-1
調 査 原 因 集 合 住 宅建 設

調 査 面 積  20m2
調 査 期 間  平 成 7年 8月 10日 ～ 11日

調 査 担 当 信 藤祐 仁

調 査 の概 要

武 田氏館跡 の東南約 250m、 標 高約 333m、 西富士メ「1右岸

に位 置す る。武 田家 臣屋敷配置図 (古府 の図)で は、馬場

美濃 守信 春 の屋敷地 の範 囲内に比定 され、「古府 中村絵図」

(武 田神社蔵 )で は「大手下畑」の記載 が あ る。

集合住 宅建 設 に伴 い、東西方向 に 2× 10mの トレンチ を

設定 し、地表 面か ら重機 で慎重 に掘 削 した後 、底面 と断面

を観 察 した。地表下 110clnま で客上で、その下 に本 田耕作土

層が あ り、遺繕 。遺物 とも皆無で あった。

畑 の境 界 の石列 中に茶 臼の存在 が確 認 され た。下 臼の受

け部 の破 片で、安 山岩製、復元 日径約37.Oclnを 波Jる 。

需

鋤
出中一　　剛

― H―



13緑が丘二丁目追跡 (第 9次 )

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 緑 が 丘 二 丁 目 921-1・ 3,

923-2

個 人 住 宅 建 設

495。 5m2

8m2

平 成 7年 8月 18日

兄 玉 好 美

遺 謝 の概 要

調 査 区 は相 川 右 岸 の標 高 約 294m地 点 に位 置 す る、縄 文 か ら平 安 時代

まで の散 布 地 で あ る。 現 状 周 辺 は住 宅地 で あ る。

調 査 の概 要

調 査 区域 内 に1.5m× 5.5mの トレ ンチ を設 定 し、地 表 下 約 0.8mま で

掘 削 を行 った。遺構 は な く、土 師 器 小 片 が 1点確 認 され た の み で あ る。

堆 積 層 は、 1～ 3層 に分 層 され る。 第 3層 か らは多量 の 河 原石 が検 出

され、 旧河床 であった もの と考 え られ る。 (志村 憲― )

1 茶褐色土層(表■)粒子やや組い。

2灰掲色土層 粒子やや粗、鉄分含む

炭化粒子少量。

3灰褐色■層 粒子IE、 鉄分多量。

しまりあり、下部傑多避。

図1基本層序

14緑が丘二丁目追跡 (第 10次 )

調 査 位 置  甲府 市緑 が丘 二 丁 目8975
調 査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸象 面積  131.53∬
調 査 面積  4m2
調 査 期 間 平 成 7年 8月 18日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調査の概要

調査地 は宅地造成工事 に先立 ち、進入道路部分 につ いて試掘調査 を実施 した地域 であっ

た (「緑 が丘二丁 目遺跡 (第 5次 )」 甲府市教 育委員会 『甲府市 内遺跡 H』 )。 その調査 デー

タか ら現地表面か ら100cmま で は、遺物包合 層 に達 しない こ とが想定 されていた。

調査 の結果、現地表面 か ら60cmま でが攪乱層、 60～ 80cmが暗褐 色粘 土層、 それ よ り下層

が暗灰色土層 (自 然堆積 層)で あった。人工 的な掘 り込 みや土器等 は検 出で きなか った。

-12-



15本郷遺跡

調査 位 置  甲府 市 善 光 寺 三 丁 目2359-1

調査 原 因 集 合 住 宅建 設

対 象 面 積  1,222m2
調査 面 積  50m2
調 査 期 間 平 成 7年 10月 11日 ～ 16日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

本郷遺跡 は、高倉川 に開析 され た扇状地 に立地 す る。本郷遺跡 の周辺 には本郷 B遺跡 (平

安時代 )・ 同 C遺跡 (古墳 ～中世)があ り、北 には武 田信 玄 に よ り遷座 させ られた甲斐善光

寺が存在 す る。

調査 区 に幅 2mで T字状 に トレンチ を設定 し、調査 を実施 した。地表 か ら30cmの 地層 を

精査 した結果、北東か ら南西方向 にか けて溝状遺構 が 2条検 出で きた。溝 の延長 を確認す

るため、延長方向 に 1× 4mの トレンチ を設定 し調査 を行 い、溝 が延長す るこ とを確 認 し

た。 出土遺物 には土師質土器小 片が 2点確 認で きた。

0               5m

0            1m

l 表 土 (耕作土 )

2暗 褐 色 土 層

3皓 褐 色 土 層

(黄 色土粒子混入 )

4皓 灰 色 粘 土 層

5明 灰 色 粘 土 層

6暗 灰 色粘 土層

7灰 色 粘 土 層

8暗 灰 色 粘 土 層

図2基本層序

図体全区査図 1

峙 ●`ヽ/｀
ゴ
l厚
〒~下

脚
°
た、ゞ

~r―

ニミ: 耳 。 
｀
■ つ

調
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16朝気遺跡 (第 12次 )

調査 位 置  甲府 市朝 気 二 丁 目6426
調査 原 因 個 人 住 宅建 設

オ寸象 面積  307.91m2

調査 面積  4m2
調 査 期 間 平 成 7年 10月 19日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

調 査 対 象 地 に 2× 2mの 試掘 グ リッ ドを設定 し、 調 査 を実施 した。

地 表 か ら40cmま で攪 舌し、 40～ 70cmま で力庶色粘
=上

層 、 70clnよ り下 層 は砂 層 が堆積 す る状 況

を確 認 した。 出土 遺 物 は、 わ ず か に土 師質 土器 の小 片 が 1点 出上 しただ けで あ る。

17塩部遺跡 (第 3次)

調 査 位 置  甲府 市塩 都 三 丁 目地 内

調 査 原 因 県 道 工 事

メ寸象 面積  118.8m2
調 査 面積  100m2
調 査 期 間 平 成 7年 10月 20日 ～ 11月 1日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

主要地方道 甲府・ 昇仙峡線 (通称 アルプス通 り)の造成 に ともな う下水道敷 設 に先立 つ

試掘調査 で ある。 lm幅 で延長 100mの トレンチ調査 を実施 した。約 lmの深 さで掘削 。精

査 した結果、人工 的 な遺物 は全 く検 出で きなか った。 また、北東か ら南西方向の 自然流路

跡が 3条確認で きた。

18+丁遺跡

調 査 位 置  甲府 市 里 吉 三 丁 目823,824,827-1

調査 原 因 宅地 造 成

メ寸多壁輌覇和費  2,628.95m2

調 査 面積  12∬
調 査 期 間 平 成 8年 1月 8日 ～17日

調 査 担 当 平塚 洋 一

-14-



図 1 試 掘 坑 配 置 図   性― 十 ~� 図 2 基 本 層 序

十丁遺跡 は、東進 して きた濁川 と西進 して きた十郎川 が合流 し、南へ と方向 を変 える地

点か ら南西約 1.2kmに 位 置 す る。標 高257m付近 に位置 し、濁川 の氾濫 に よ り形成 された沖

積地 で ある。平成 14年度 には宅地 造成 に先立つ試掘調査 を実施 した結果、古墳時代 の上器

や溝跡 が検 出で きたため、拡張 し調査 を実施 してい る。 その結果 、竪穴住居跡や方形周溝

墓が確 認 された。

調査対象地 に 2× 2mの 調査 グ リッ ドを東・ 中 。西 の 3箇所 設定 し、調査 を実施 した。

地表 か ら50～ 70cmの 地層 か ら古墳時代 前期 の上器が数点 出土 した。西 に設定 した調査 区で

は、地表 か ら60cmの 地層 で溝状遺構 が検 出で きた。 その規模 は幅 15cln、 確 認面 か らの深 さ

約 10cm程度であ る。

出土遺物 11は 、真鍮製 の銃状金具 で あ る。外面 に蓮華状 の レ リー フが施 され、 吊 り下 げ

用 の金具 を留 め る穴が 2箇所 あけ られ、 うち 1箇所 には金具 が残 る。

4/  2× 3>席 >~拭

ヽ [[三二三二三二]~~~~~~「 と18

フ潔―ⅧノII

0                1 0ol

遺 物        ~ ~

表 1 +丁遣跡出土遺物観察表

1 表 土 (砕 石 )

2皓 褐 色 土 層

3褐 色 土 層

4灰褐色粘質土層

5白 色 砂 層

6黒 色 粘 土 層

中

単位 icn( )1ま反転実測による復元値

番号 れ三    月I 器  種
法

調 整 色   調 焼成 備   考
日  符 器  冨 径

1 土   器 甑 5YR 6/6橙 良

2 土   器 高不 ナ デ 5YR 6/6橙 良

3 土   器 高不 ケズ リ 10YR 6/3鈍い黄橙 良

4 土   碁 高不 7.5YR 6/4鈍い橙 良

5 土   番 台付甕 ナデ 。ケズリ 7.5YR 7/3鈍い橙 良

6 土   器 台付甕 ナデ・ ハケ 10YR 6/4鈍い責橙 良 S宇状日縁部

7 土   器 広日壷 ナデ・ケズリ 7 5YR 6/4鈍い橙 良

8 土  器 壷 (19.2) ロクロナデ 5YR 6/6橙 良

9 土   器 覆 ケズリ 10YR 6/3鈍い黄橙 良 木棄痕

青  磁 碗 5Y7/1灰 白 良 蓬弁紋

金属製品 仏具 3.5 良 真鍮B4・外面に線亥1

-15-



19家之前遺跡 (第 1次 )

調 査 位 置  甲府 市 里 吉 三 丁 目1001

調 査 原 因 宅地 造 成

メ寸象 面 積  1,166m2
調 査 面 積  12雷
調 査 期 間 平 成 8年 2月 1日 ～ 5日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

家 之前遺跡 は、前述 の十丁遺跡 と同 じ く濁川 の氾濫 に よる沖積

地 に所在 す る。標 高257mと 甲府盆地 の なかで も最 も低 い地域 に位

置す る。『角川 日本地名大辞典』 19山梨 県 (1983)に よると、家

之前遺跡 が所在 す る里吉地 区内に作「前塚 古墳 とい う円墳が ある と

され る。

店舗建 設予定地 に 2× 2mの 調査 グ リッ ドを 3箇所 設定 し、試

掘調査 を実施 した。調査 の結果、遺構 は全 く検 出で きなか った。

出土遺物 は中央 に設定 した調査 グ リッ ドか ら須 恵器片が 1点 出土

しただ けで ある。 しか し、同 じ遺 跡 のなかで は方形周溝墓 も確認

されてお り、注意が必要 な地域 で あ る。

Om_

05-

10-

1表  土 (耕 作土 )

2灰 色 砂 層

3皓 褐色 粘 土 層

4育 灰 色 砂 層

図 1 基本層序

20金山遺跡

調 査 位 置  甲府 市 高 室 町 724-2

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

テ寸象 面積  147.15m2
調 査 面積  2m2
調 査 期 間 平 成 8年 2月 27日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

金 山遺跡が所在す る高室町 は甲府 市南部、荒 ,II下流 で笛吹川 と合流 す る付近 に位 置す る。

高室町 は、武 田信虎 の時代 、家 臣の高室氏が居宅 を移 した こ とに よ り、 その名前が冠せ ら

れた とされ る。調査 区に隣接 して江戸時代 か ら明治年間 にかけて建 設 され た建物が残 り、

平成 17年 に県指定文化財 「高室家住 宅」 として指 定 された。

調査 の結果、地表 か ら約 lmま で砂 層 が堆積 しそれ よ り下層 は1.2mま で暗灰色の シル ト

層が堆積 していた。 出土遺物 は確 認 で きなか った。調査地点 は鎌 田川 に隣接 し、氾濫 の影

響 を受 けた こ とが推浪1さ れ る。
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21善光寺境内追跡

調 査 位 置  甲府 市善 光 寺 三 丁 目2669-1

調 査 原 因 壇 信 徒 会館 建 設

メ寸多驚冨釘和甍  494.06m2

調 査 面 積  90m2
調 査 期 間  平 成 8年 3月 6日 ～ 15日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

甲斐善光寺 は、武 田信 玄が上杉 謙信 との川 中島の合

戦 に よ り信州 善光寺が罹災 す るこ とをおそれ、永禄元

年 (1558)に 仏像や経典、僧侶 な どを甲斐 に移 し建立

した もので あ る。

創 建 当時 の建物 は江戸時代 中期 に火災 に遭 い、 その

ほ とん どを失 ったため、 30年 の歳 月 をか けて復元 した

ものが現在 の本堂 (金堂)で ある。桁行約 38m、 梁行

約 23m、 高 さ約26mの規模 を誇 り、全 国で も王と指 に入

る木 造建築物 で あ る。 しか し、創建 当時 は さ らに大 き

な規模 だ った とされ、今 回の調査 は建築 当時 の伽藍配

置や建物 の規模 を確 認す るための調査 で あ った。

調査 は既存建物 (昭和期建設)部分 を撤 去 し、建築

予 定 建 物 の範 囲 に トレンチ を 3箇所 設定 して実施 し

た。調査 の結果、 中世 まで さかのぼ る遺構 は検 出で き

なか った。 出土遺物 に内耳鍋 、 ロクロ成形 のかわ らけ

等が あ る。

||:目
3

o     05m

―

扇 -2

機

1表 土 (砂 利)

2褐 色 土 層

3暗 褐 色 土 層

4暗褐 色粘土層

図 2 基 本 層序

箸 ＼ 准乳
図 3 出 土 遺 物 (1)
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表 1 善光寺境内遺跡出土遺物観察表

図 4 出 土 遺 物 (2)

番号 れ奎   男Ⅲ 器  種 調 整 色 調 焼 成 備 考
日 幕  冨

1 土   器 かわらけ ロクロナデ 7.5YR 6/6橙 良

2 土   器 かわらけ ロクロナデ 5YR 5/6明 赤褐 良

3 土   器 内耳鍋 (295) (4.1) (28.0) ロクロナデ 5YR 6/6橙 良

4 土   器 甕 (32 0) ナデ 7.5YR 6/6橙 良

5 陶  器 皿 (105) (21) (40) 25Y8/3淡 黄 良

6 陶  器 皿 10 3 25Y8/2灰 白 良

7 陶  器 碗 25Y8/3淡 責 良

8 陶  器 壺 (74) 2_5Y8/3淡黄 良

9 陶  器 碗 (13,0 2.5Y8/3淡黄 良

陶   器 碗 (10,4) 2.5Y8/2万疋白 良 天目茶碗

陶   器 橋 鉢 (140) 10R4/6赤 良

陶  器 悟鉢 (14 0) 25Y8/3'炎黄 良

陶  器 土瓶 (110) 10YR 7/6明責掲 良

陶   器 土瓶蓋 11 2.5Y7/4浅黄 良

磁  器 碗 (6.6) (41) 良 絵 付

磁  器 碗 (6.0) 良 染付 広東碗

磁  器 香炉 (120) 良 染付

磁  器 花瓶 良 染付

磁   器 蓋 良 染付

磁  器 紅猪 日 (26) (12) 良

磁   器 皿 (92) 良 染付

磁  器 蓋 (98) (23) (54) 良 染付

土 製 品 泥人形 (46) 75YR 7/6橙 良 猿

土 製 品 (4 3) 10YR 3/1黒褐 良

金属製品 煙管 (4.8)

金属製品 煙管 (4.5)

金属製品 煙管 (5.6)
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22大坪遺跡 (第 9次 )

調 査 位 置  甲府 市横 根 町 2751・ 3

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸多熊冨釘れ貴  77.66m2

調 査 面 積  8m2
調 査 期 間  平 成 8年 4月 2日 ～ 3日

調 査 担 当 志村 憲一

調 査 の概 要

大坪遺跡 は古墳 ～平安時代 の生産遺 跡 で あ る。調査 区は

十郎川 の右 岸標 高約 259mに 位 置す る。

調査 区域 内に 2m四 方の試掘坑 を 2箇所 設定 し、地表下

約 1.4m地 点 まで人 力で掘 削 を行 った。両試掘坑 か らは遺

構 。遺物 は確認 されてはいない。地表 下約 1.5m地 点 には、

幅 5～ 10cmの AT層 (2万 5千年前 の姶 良火 山灰層 )の堆

積 が確 認 され て い る。 (志村 憲― )

1表  土

2灰 色 砂 層

3鰭 灰 色 砂 層

4皓 灰 色 砂 層

図 1 基本 層序

脚

試掘坑配置図

0               1 0ol

図 2 出 上 遺 物

図 1

調 査 の概 要

榎 田遺 跡 は荒川 に よ り形 成 され た扇 状 地

の、標 高 305m付近 に位 置 す る。県 埋 文 セ ン

タ ー に よ り平 成 4年 (1992)に 発 掘 調 査 が 実

施 され、 方形 周溝 墓群 が確 認 され て い る。

今 回 は、 3× 3mの 試掘 調 査 グ リッ ドを

設 定 し、調 査 を行 った。地表 下約 30clnか ら土

器・陶磁 器 が 出土 し始 め、約 100cm下層 で遺

構 確 認 面 とな る。 今 回 の調 査 で は遺 構 は検

出 され なか った。 また十分 な保 護 層 が保 て

る こ とを確 認 し調 査 を終 了 した。

23榎田遺跡 (第 1次 )

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 千 塚 五 丁 目3006-1

個 人 住 宅 建 設

325.19m2

9m2

平 成 8年 4月 2日 ～ 9日

平 塚 洋 一
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24桜林 B遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲澪子言JE≡ 原 田丁248-1

個 人 住 宅 建 設

139,47m2

8∬

平 成 8年 4月 15日 ～ 19日

平 塚 洋 一

調 査 の概 要

桜 林 B遺跡 は荒 川 と鎌 田川 に挟 まれ た地

域 の標 高 253m付近、両 河川 の 氾濫 に よ り形

成 され た沖積 地 に所 在 す る。特 に調 査 地 は

鎌 田川 か ら約 30mの位 置 に あ る。調 査 地 に

2× 2mの 調 査 グ リッ ドを 2箇所 設定 し、

調 査 を行 った。

調 査 の結果、地 表 か ら80cmま でが盛 上、そ

の下 に耕 作 上、褐 色 土、砂 層 とな る。出土遺

物 は平 安 時代 の土 師 質 土 器 の小 片 が確 認 で

きた。

25家之前遺跡 (第 2次 )

調 査 位 置  甲府 T打里吉三il~日 1003,1010,1012-2

調 査 原 因 店 舗 建 設

テ寸象 面朔貢 2,650.6∬
調 査 面積  33m2
調 査 期 間  平 成 8年 5月 13日 ～ 24日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

当初 3× 3mの 調査 グ リッ ドを設定 し調査 を行 った。

西か ら 1 ・ 2 ・ 3グ 1,ッ ドとし、 1 ・ 2グ リッ ドは地表

か ら140cIIl掘 り下 げた結果、地表下 80cmよ り下層が砂層 と

な り、地表下 130cmか ら湧水 し始 め る。東端の 3グ リッ ド

は地表下 60cln付 近 か ら土器 がやや ま とまって出土す るた

め、東側 に 2m幅 で拡張 した。 しか し、遺構 は検 出で き

ず、地表下 1.2mで 湧水 し始 め る。

調査 の結果、西側 には旧 自然河道が あった ことが想定

され、東側 の微 高地 に集落が展開 した もの と考 え られ る。

図 1 試掘坑配置図

ー
闊
∩

図 2 出 上 遺 物
0               10爾

図 1 試掘坑配置図

I 表 土 (砕石 )

2旧表土、黒褐色土層

3灰色砂質土層

4灰褐色砂質土層 (旗 化粒子混入)

5灰 色 粘 土層

図 2基 本 層 序

Aグリッド

Bグリッド

Ｇ・３
・

Ы
・

…
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26村内石山追跡

調査 位 置  甲府 市横 根 町 724-1他

調査 原 因  グ ラ ウ ン ド造 成

オ寸多熊輌室れ裁  6,644コぱ

調査 面積  26∬
調 査 期 間  平 成 8年 5月 27日 ～ 6月 4日

調 査 担 当 佐 々木  満

調 査 の概 要

調査対象地 は、村 内石 山遺跡 包蔵地範 囲の東端 に位 置 し、西側 の山の斜 面が終 わ り、平

坦 に開 ける場所 で あ る。試掘調査 は、南北方向 に長 い調査 区 に対 して 2m× 2mの グ リッ

ドを 6箇所 に設定 したが、 グ リッ ド 1は遺構確 認のため一部拡張 して調査 を実施 した。

表 土層直下 は本 田層 で あ り、水 田造成層 除去後 は黒色土 が確 認 された。黒色土面の確 認

でグ リッ ド 1・ 5か ら石 蓋 の水路 が各 1条検 出 されたが、水路 は排水用 の暗渠 と考 え られ、

葡萄畑 かあ るいは水 田開発 に伴 う暗渠 と考 え られた。土層堆積状 況 を確認 す るため、部分

的にサブ トレンチを入れたところ、黒色上下層には藻など水生植物で形成 された腐葉土層

が50cmほ ど堆積 していることが判明 した。結果、近世以降 と考 えられる暗渠以外に遺構は

確認されず、それより下層にはかつて湿地あるいは沼地が形成 されていたと考えられる。

□m雪  クリット2 グリッド4 グリッド6 凶

I鰭 褐 色 土 層

2暗灰羮色土層

3黒 褐 色 土 層

4黒 色 土 層

5黒 色 土 層

6黒 色 土 層

7 階オリーフ褐土層

8黒 色 土 層

9黒 色 土 層

粘性やや強い。

粘性強い。

植秘遺体を多塁に含む。

植物遺体を主体とする。

植物遺体を主体とする。

植物還体を少量含む。

粘性強い。

0         キm

―ド1・ 5全 体図
図 3 基 本 層 序

グリッド1

グリッド5

図 1 試掘坑配置図

5

ア

8

9

図 2グ リッ
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27汗タ リ遺跡

調 査 位 置  甲府 市 下 今 井 町 181他
調 査 原 因 市 民 セ ンタ ー建 設

メサ多磁輌罰れ甍  10,088コ a2

調 査 面積  75m2
調 査 期 間  平 成 8年 6月 13日 ～ 21日

調 査 担 当 佐 々木  満

調 査 の概 要

本地 点 は、 周 知 の埋 蔵 文 化 財 包蔵 地 範 囲 で は な

い もの の、 本 市 南 都 市 民 セ ンター建 設 に伴 う大 規

模 な造成工 事 で あ った ため、 字名 か ら汗 タ リ遺 跡

と付 して試掘 調 査 を実施 した。 南北 方 向 に長 い敷

地 に対 して、 建 物 予 定 地 につ い て は L字状 の トレ

ンチ を設 定 し、 駐 車 場 な どその他 施 設 の予 定 地 に

つ いて は 2m× 3mの グ リッ ドを 7箇所 設定 して

調 査 した。

掘 削 を進 め る と、 調 査 区 は全体 に50～ 60cm程度

盛 土 造 成 され て い る こ とが判 明 し、実 際 の調 査 は、

その下 層 か ら とな っ た。盛 土 層 直 下 に は旧地 表 と

な る水 田造 成 層 が確 認 され、 除去 後 は粗 粒 砂 層 が

確 認 され た。 そ れ以 下 はすべ て粗 粒 砂 層 で あ り、

状 況 か らみ て 河 川 氾 濫 に よ る洪 水 層 と考 え られ

る。粗 粒 砂 層 は掘 削 した調 査 区すべ て にお い て確

認 され、部 分 的 に深 さ約 2.5mま で掘 削 した段 階 で

も変化 が見 られ な か った こ とか ら、厚 く堆積 して

い る こ とが予 測 され た。 よって、 本地 点 には埋蔵

文化 財 はな い と判 断 し、 試掘 調 査 を終 了 した。

遺 物 は盛 土 層 か らの表 採 品 が 多 く、本 田層 以 下

か らは僅 か に 2点 の み で あ った。掲 載 したの は全

体 に歪 ん で い るが盛 土 層 か ら出上 した銅 製 の脚 付

香 炉 で あ る。 年 代 な どは不 明 で あ る。

図 1

グリッド5

トレンチ配置図

グリット6     グリッド7

1階 灰 黄 色 土 層 ―B[青昧かかり、砂粒多量含む。

2皓オリーブ褐色土層 砂粒夕量、炭化物微室含む、水田耕作土層。

3貢 褐 色 土 層 砂It多重含む。酸化鉄を多く含む、水田床土層。

4皓オリーフ色砂質土層 砂粒夢量含む、水田耕作土層。

5晴灰寅色砂質上層 砂粒多種含む。水田床土層。

6皓オリーブ褐色砂質土層 砂粒多震、茂化物微量。

ア皓灰黄色砂質■層 細粒砂を主体とする層。

8灰 色 IE粒 砂層       '0策 灰色Ig粒砂層

9灰策色粗粒砂層       11灰 色粗粒砂層

図 2基 本 層 序
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28銀杏之木追跡

調査 位 置  甲府 市 東 光 寺 二 丁 目310-1

調査 原 因 集 合 住 宅建 設

メ寸拶壁冨筆和葺  562.44■ ¥

調査 面 積  15m2
調査 期 間 平 成 8年 7月 1日 ～11日

調査 担 当 佐 々木  満

調 査 の概 要

本地 点 は、銀杏 之木遺 跡 の包蔵地範 囲北端部 に位

置 し、北側 には宮裏遺跡 が近接 す る。南北方向 に長

い敷地 に対 して 2m× 2mの グ リッ ドを 4箇所 設定

し、調査 を実施 した。各 グ リッ ドとも土層 の堆積状

況 に変化 はな く、地表 下約 30cmま で は盛 土がな され、

その下層か ら黒色上が確 認 された。遺構 は黄褐 色 の

地 山層上 で確 認 され たが、 実際 には黒色上上 か ら掘

り込 まれてい るこ とが後 に確 認 されてい る。

検 出遺構

ク
ド
リ ッ ド2か らイま二と坑 1基、 クドリ ッ ド3か ら 1ま 1ゴ

ッ ト 1基、グ リッ ド4か らは溝跡が 1条検 出 された。

土坑、 ピッ トか らの出土遺 物 はな く年代 は不 明で あ

る。溝跡 か らは台付甕 な ど古墳時代 の遺物が出土 し

たが、掘 り込みの位 置が上 層 で あるこ とか ら、近世

以降の溝跡 と考 え られ る。溝跡 には小礫 が詰め込 ま

れていた こ とか ら、人為 的 に埋 め戻 された と考 え ら

れ、比較 的新 しい時期 の廃絶 と考 え られ る。

出土遺物

図化 で きなか ったが、土師器や 中世 の括鉢 な どが

出土 してい る。

グリッド2  グリッド1

0m―                _

85-
5

10-

砂粒、炭化物微量。

粗粒砂多量、小礫微理。

焼土粒、炭化物少量、小礫微量、

粘性やや強。

焼土粒、酸イと鉄粒子少量、

粘性やや強。

酸イヒ鉄粒子少量、しまり強い。
酸化鉄粒子微量、しまり強い。

m

図 1 トレンチ配置図

中

図2  グリンヽ ド4

層

層

層

層

層

層

土機線韓　鎚　韓難

表

皓

黒

皓

　

票

　

黒

黒

一

図 3基 本 層 序

■ |

グリッド3

グリッド]

グリッド4

グリッド2

郁
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29金塚西追跡 (第 2次 )

調 査 位 置  甲府 市 千塚 三 丁 目地 内

調 査 原 因 公 園建 設

メ寸象 面朔貢 21,299.69m2

調 査 面積  100m2
調 査 期 間  平 成 8年 7月 11日 ～ 8月 26日

調 査 担 当 平 塚 洋 一

調 査 の概 要

金塚 西遺跡 は県史跡加牟那塚古墳 の西側 に隣

接 す る。平成 6年度 か ら引 き続 き実施 してい る

千塚 公 園建 設のための確 認調査 で あ る。

平成 8年度 は、調査 可能な地 区 を任意 に 6区
画 に分 け、 2× 2mの 調査 グ リッ ドを合計 で 31

箇所 設定 し調査 を行 った。調査 の結果、 1・ 2

区 は約 30cmの盛 土が あ り、地表下約70culが遺 物

包合 層 とな る。 3区 は最 も遺物が集 中す る調査

区で あ る。地表 下約 40～ 120cmま で古墳時代 前期

の上器が ま とまって出土 した。 4区 は約 30cmの

盛 土が あ り、地表 下約 50cmか ら遺物包合 層 とな

る。 5区 は約 80cmの 盛 上が あ り、土器 の出土 は

ほ とん どな く地表 下約 120cmで湧水す る。6区 は

地表 下約 60cmが遺物包含層 とな り、 同時 に湧水

層 とな るため調査 は困難 で あった。

全体 的 には、東側 (加 牟那塚古墳 に近 い側 )

で は土器 の 出土量 が少 な く、西側 に偏 って多 く

出土す る傾 向が窺 えた。 その こ とか ら、古墳 時

代 の集落 の 中心 は調査 区の西 にあった こ とが想

定で きる。

死

図 2 出 土 遺 物

-24-

図 1 試 掘 坑 配 置 図
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図 3 出 上 遺 物

表 1 金塚西遺跡 (第 2次)出土遺物観察表

30砂間遺跡

調査 位 置  甲府 市 高 室 町 国母 工 業 団地 162

調 査 原 因 工 場 増 築

メ寸象 面積  455,49m2
調 査 面積  6m2
調 査 期 間  平 成 8年 7月 15日 ～17日

調 査 担 当 佐 々木  満

調 査 の概 要

調査対象地 は、砂 聞遺跡 の包蔵地範 囲北西隅 に位 置す るが、調査前か ら立地や周 囲の確

認状況 か らみて遺跡 の密度 は薄 い もの と予測 された。工場 本体 は稼動 中で業務 に支障の な

い ように配慮す る とともに地下埋 設の配管 な どを損傷 しない よう調査 は最低 限での確認 と

なった。 2m× 2mの グ リッ ドを建物予定地の東西両端 に設定 し、調査 を実施 したが、東

側 では配管 の関係 で最終 的 に 2m× lmの掘削 に止 めた。

アス フ ァル トと砕石 の層 を除去 した ところで畑 の耕作土 と考 え られ る土層が約 40cm確認

単位 :cn による

番号 れ三    月1 器  種 調 整 色 詞 焼 成 備 考
日

ユ 土  器 すり消し縄文 5YR 5/4鈍 い赤褐 良

土   器 深 鉢 5YR 5/4鈍 い赤褐 良 渦巻き隆帯

土   器 すり
'肖

し縄文 7.5YR 6/6橙 良

土   器 器台か (16.0) ナデ・ ミガキ 75Y4/6赤 良 内外赤色塗彩

土   器 小型甕 (120) ナデ・指頭ナデ・ハケ 2 5YR 5/6明赤褐 良

土   器 甕 13.2 ミガキ・ハケ 2 5YR 6/8 良

7 上  器 壷 ナデ・ ミガキ・ハケ 7 5YR 6/4鈍い橙 良

上  器 台付甕 (13.5) ナデ・ハケ 。指頭痕 5YR 4/4鈍 い赤褐 良 S字状日縁部

上   器 台付甕 (20,0) ナデ・ハケ・指頭痕 5YR 5/6明 赤褐 良 S字状日縁部

土   器 台付甕 18.6 ナデ・指頭ナデ・ハケ 7.5YR 6/6橙 良 S字状日縁部

土   器 台付甕 ナデ・ハケ 5YR 4/4 赤褐 良

土   器 台付甕 68 ケズリ 7 5YR 6/4鈍い橙 良

土   器 台付甕 (84) ケズ リ・ ハケ 5YR 6/4鈍 い橙 良

土   器 羽 釜 (31 0) ナデ・指頭痕 7 5YR 5/3鈍い褐 良

土   器 かわ らけ ロクロナデ 5YR 5/4鈍 い赤褐 良

土   器 脚高高台郭 (104) ロクロナデ 5YR 5/4鈍 い赤褐 長

灰釉Ftl器 碗 (150) (54) (72) ロクロナデ N 灰 白 良

白  磁 碗 (160) ロクロナデ 75Y7/1灰 白 良

-25-



され た が 、 その下 層 は砂 層 が何 層 に

も堆 積 して い た。粗 粒 砂 と細 粒 砂 が

相 互 に堆積 して お り、 I可

'II氾

濫 に よ

る もの と考 え られ る。 お そ ら く現 在

本 地 区 東側 を流 れ て い る鎌 田川 の洪

水 に よる もの と考 え られ る。遺 構・遺

物 な ども確認 されず、本地点では遺

跡 は確認 されなかった。

図 1 試 lFB坑配 置 図  性 __十
一 一 甲

m

1暗 美褐 色砂 層

2暗 灰 褐 色砂 層

3灰 色 砂 層

コ 晴灰 褐 色 砂 層

5階 オリーブ褐色砂層

S灰 褐 色 砂 層

7灰 自 色 砂 層

8灰オリージ色砂層

9灰 自 色 砂 眉

10灰 自 色 砂 層

図 2 基 本 層 序

31榎田遺跡 (第 2次 )

調 査 位 置  甲府 市 千塚 五 丁 目28054・ 5他

調 査 原 因 集 合 住 宅建 設

メ寸象 面積  504m2
調 査 面積  45,7∬
調 査 期 間  平 成 8年 7月 25日 ～ 8月 20日

調 査 担 当 佐 々木  年前

調 査 の概 要

本地 点 は、榎 田遺跡包蔵地範 囲の東端 に位 置 し、近隣 には金塚 西遺跡、天 4申 西遺跡 な ど

時期 的 に併行 す る遺跡群 が点在 す る。調査 区 は、 当初 2m× 2mの グ リッ ドを 3箇所 設定

して調査 したが、 2箇所 のグ リッ ドで遺構 が検 出 されたため、 その後 3つ のグ リッ ドを接

合 し、 T字状 の トレンチで全体 の確 認 を実施 した。基本的 に全体 的 に水 田造成層が地表下

約 40cmま で形成 されてお り、遺構 はその直下 の安定 した砂質土上 で確 認 してい る。

検 出遺構

調査 区全体 で溝跡 9条、竪穴建物 1棟、 ピッ ト2基、土坑 1基な どを検 出 したが、溝跡

の多 くは覆上 に粗粒砂層 を含 んでお り、洪水 に よる埋没 で ある と考 え られ る。調査段 階で

は溝跡 が重複 して確認 されたが、 3号溝 と 9号溝、 あるいは 5号溝 と 6号溝 な どは洪本 の

際の流路 であ る可能性 もあ る。 しか し、確認段 階で は遺構 の発見 が前後 したこ ともあ り、

別遺構 として番号 を付 し調査 した。溝跡 は、 出土遺物の年代 で は13世紀初頭か ら13世紀後

半 と考 え られ る。

トレンチ北側 では竪穴建物跡 が 1棟確 認 され、一部調査 区 を拡大 して掘削 した。床面 に
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は炭化物 な どが散布 し、調査 区北壁 際で竃か炉 と考 え られ る焼土塊 の集 中箇所 が確認 され
た。建物 内には ピッ ト2があるが、規模 と位 置か らみて竪穴建物跡 の柱穴で あるかは定か

ではない。時期的 には 6世紀後 半 と考 え られ る。

出土遺物

溝跡 か らは灰釉 陶器、常滑委、華南 白磁、龍泉・ 同安窯青磁 な どの陶磁器 と、外耳鍋 、
手づ くねかわ らけな どの上器類 が出土 してい る。竪穴建物跡 か らは土師器・須 恵器の蓋、

甕 な どが出土 してい る。他 に も調査 区内で 16世紀後 半の青花皿 が出土す るな ど幅広 い時期
の遺物が 出土 してい る。

ま と め

全体 的 に 6世紀代 と13世紀代 の遺構 。遺物が ま とまって出上 してい る。13世紀代 の遺構・

遺物 につ いては、 当該地域 か ら甲斐市東部 に展開 した と推定 され る志摩荘 との関連 を考 え
る上 で貴重 な調査事例 とな った。

ヽ
図 1 トレンチ配置図

1表 土
2黄 灰 色 土 層 (水日耕作■層)

3 階オリー弟 色剣目酸化鉄を多く含む斑鉄層。
4黄 褐 色 土 層 (水日床土層)

5黒褐色砂質土層

G黒褐色砂質上層 炭化粒微量 (1号溝)

7灰貢色粗粒砂層 (1号溝)

8灰 色粗粒砂層 (1号濤)

9黒褐色砂質土層 (9号溝)

10灰 貢e砂質土層

キ〕黒掲色砂質土層
12票 褐色砂質土層 (8号蒲)

図 2

13暗褐色砂質土層 (8号蒲)

14黄灰e砂質土層 (8号蒲)

15皓褐色砂質土層 (5号蒲)

'6黒
褐色砂質土層 (6号溝)

,7黒 褐色砂質土層
18暗褐色砂質土層

,9暗褐色砂質土層 粗粒砂多量含む。 (19～24層 7号溝)

20灰 e 砂 層

21 黒褐色砂質土層 灰色粗粒砂を少量含む。

22黒 色砂資土層 しまり強い。

23黒褐色砂質士層

24黒褐e砂質土層

調査区全体図 。東壁セクション

れ
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図 3 出 土 遺 物

表 1 榎田追跡 (第 2次)出土遣物観察表 単位 :cln による

番号 種  別 器  種
法

調 整 色 詞 焼 成 備 考
日  径 底 径

l 上   器 皿 (94) ナ デ 5YR 5/4鈍い赤褐 良 手づ くね

上   器 邦 (5,0) ロクロナデ 5YR 6/6 橙 良

須 恵 器 不 (7.0) ロクロナデ N4/灰白 良

青  磁 碗 蓮弁文 N8/灰 良 青磁碗 H類

土  器 不 (4.3) ナ デ 5YR 4/1 褐 灰 良 スス付着

土   器 不 (40) ナ デ 5YR 4/6 赤褐 良

土   器 甕か童 ナ デ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良

土  器 邦 (12.0) ナデ・ケズリ 5YR 6/6橙 良

土   器 不 (12.8) ナデ・ケズリ 7 5YR 4/4鈍 い赤 良 赤色塗彩

上  器 不 (7.0) ロクロナデ 7 5YR 7/4鈍 い赤 良

須 恵 器 不 (160) ロクロナデ 5Y6/1灰 良

須 恵 器 蓋 (138) (3,0) (70) ロクロナデ 2.5Y6/1黄灰 良

須 恵 器 蓋 (14 0) (41) (5.2) ナデ 2.5Y7/1灰白 良

土   器 鍋 指頭整形 7.5YR 6/6橙 良 外耳鍋

土 製 品 円盤 ヘ フ 5YR 6/6 橙 良

陶  器 片日鉢 ナデ 10YR 7/1灰 白 良 常滑か

青  磁 碗 N7/灰白 良 青磁碗 I-2b類

青  磁 碗 (6.0) 5Y 灰 白 良 青磁碗 I類か

白  磁 碗 良 白磁碗Ⅳ類

白  磁 碗 良 白磁碗 V類

磁  器 皿 良 青花

写真 2 1号竪穴セクション写真 1 北 側 全 景
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32幸町A追跡

調 査 位 置   FFtt h言ヨ田丁2785泊也4筆
調査 原 因  マ ンシ ョン建 設

テ寸象 面積  2,331.36m2
調査 面積  48ぜ
調査 期 間  平 成 8年 8月 29日 ～ 9月 20日

調査 担 当 佐 々木  ,前

調 査 の概 要

幸町 A遺跡 は、昭和 54年道路工事 の際、本県 で は確認例 が少 ない弥生 中期 の上器が採取

された こ とか ら包蔵地 として周知 されて きた遺跡 で あるが、包蔵地 の範 囲の指定が狭 か っ

た こ ともあ り、 当初本地点 は包蔵地範 囲の隣接地 であった。幸町 A遺跡 の実態の把握 と範

囲確認 を目的 として開発直前 に調査協 力 いただ き、試掘調査 を実施 した。調査 当初 は基本

土層 と分布確 認のため に 2m× 2mの グ リッ ドを 3箇所設定 して調査 したが、厚 い盛土層
の除去後本 田耕作土 な どが確認 された。本 田造成層掘削後 1箇所 のグ リッ ドで遺構 が検 出

されたため周囲 をT宇状 に拡張 し、 トレンチ調査 を実施 した。

検 出遺構

調査 区全体 で溝跡 10条、竪穴建物 1棟、 ピッ ト7基、土坑 3基な どを検 出 した。溝跡 は

10号溝跡 を除 き、深 さ10cmか ら20clxl前後 の浅 い掘 り込みで あ り、水が流 れた ような痕跡 は

確 認で きなか った。軸線 は東西 に同一方向で 2条 が併行す る位 置関係 にあ るこ とか ら畑 な

どの畝の可能性 も考 え られ る。

溝跡の下層 には竪穴建物跡や土坑 な どが検 出 されたが、調査期 間の制限な どか ら調査 区

を拡張す るな ど して全体 を確 認す るこ とはで きなか ったため、正確 な規模 な どは不 明であ

る。竪穴建物跡 か らは ピッ ト3基が確 認 されたが、明確 な炉跡 な どは検 出 され なか った。

出土遺物

竪穴建物跡か らは壷・甕類 が出上 してい るが、

は、 10号溝跡 か ら小型壷や甕 な ど比較 的 まと

まった遺物 が 出土 してい る。時期的 には弥生

後期 の遺物群 と考 え られ る。

ま と め

この調査 に よって包蔵地外 で あった本地点

まで遺跡 が展 開す るこ とが明 らか とな り、幸

町 A遺跡 の包蔵地範 囲が少 な くとも南へ広 が

るこ とは確 実 と判断 し、以後 包蔵地範 囲 を改

定 してい る。調査成果 か ら本地点の状況 を判

断す ると、竪穴建物跡が埋没後、畑 として耕作

地化 した と解釈 で きる。年代 的 に も出土遺物

か ら弥生後期 と考 え られ るため、盆地低部 の

様相 を知 る上 で貴重 な成果 となった。

全体 と して数 は少 な い。 図化 した遺 物 で

O                  15m

図 1 試掘坑配置図

■ B区
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A区 東壁

A区 北壁

早________トーーーーーー±lm

〕号竪穴

D

2号竪穴 1 晴褐色砂質土層
2黒色砂質土層
3暗褐色砂質土層
4 暗灰褐色砂賃劃霞
5黒色砂質土層

炭化物少量含む。    10
やや脅昧がかり、炭化物多盈含む。
しまり強い。
オリーブ色砂粒塊、炭化物微量含む。
炭化物を多量に含む。

6黒褐色砂質土層
7黒褐色砂質土層 オリーブ色砂粒塊を少量含む。

8暗灰難 砂質劇目 黒褐色土粒少量含む。
9黒褐色砂質土層

A区全体図・ セクシ ヨン

10黒褐色砂質土層 炭化物少量含む。しまりやや強い。

1, 黒褐色砂質土層 炭化初、灰色砂粒塊微量含む。

1⊇ 黒褐色砂質土層 全体に青昧がかり、炭化物微量含む。

,3黒褐色砂質土層 オリープ色砂粒塊を多霊含む。

14黒褐色砂質土層 灰色砂粒を多重含む。

15黒褐色砂質土層 炭化物少量含む。

18陪オリージ褐砂質土層

17晴褐色砂質主層 炭化物を多量に含む。

18黒褐色砂質土層 オリーブ砂粒夢量、炭化物微重含む。

19黒褐色砂質土層

20黒褐色砂質土層

21 黒褐色砂質土層 オリープ砂粒塊を少量含む。

22黒褐色砂質土層 黄褐色砂粒少量含む。

1 暗オリーブ掲色土層

2黒 色 土 層

3黒 褐 色 土 層

4皓灰黄el土 層

5黒 褐 色 土 層 (]号溝)

6黄灰色砂質土

7晴オリーブ褐砂質土

8黒 褐 色 土 層 やや灰色がかり、砂粒多量含む。(4号溝)

9黒 褐 色 土 層 全体に青昧がかり、酸化鉄粒少量含む。

粘性もやや強い。00号溝)

10皓 緑灰色砂層 粗粒砂を主体とする。90号潜)

11 黒 褐 色 土 層 9層に比べ灰自e粘土粒、炭化物微量含む。(10号蒲)

12黒 褐 色 土 層 全体に青昧がかり、青灰e砂塊を多重に含む。00号溝)

13黒褐色砂質土層 (3号清)

〕4黒褐色砂質土層 (7号滴)

16黒 褐 色 土 層 砂粒を多重含む。(6号溝)

16皓 オリーブ褐砂質土層 (6号溝)

17暗灰黄色砂質土層 (8号溝)

19黒褐色砂質土層 (8号溝)

19晴オリーブ褐砂質土層

20黒褐色砂質土層

21 黒褐F_砂質土層 (4号土坑)

22黒褐色砂質土層 炭化物多重、灰白色土粒微量。(4号土坑)

23暗灰黄色砂質土層

24陪オリーブ褐砂質土層

25黒褐色砂質土層

26陪灰黄色砂質土層

⊇7灰黄色砂質土層

28黒褐色砂質上層 全体に青昧がかる、灰色砂塊少量含む。(2号土坑)

29灰黄色砂質土層 黒褐色土粒を少霊含む。(2号土坑)

⑥
Ｐｉｔ５
　

　

◎

竪◎
Ｐｉｔ７

m

図 2
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]号 竪穴

渾

]号 溝 跡

ヾ

隷

♀________+― ―――――一二9DR

トレンチー括

表 1 幸町A遣跡出土遺物観察表

口巧

鞘‖

図 3 出 土 遺 物

番 号 れ三   】J 器  種
法 量

調 整 色 調 焼成 備 考
日 径

1 土   器 甕 (150) ハ ケ 10YR 3/4浅 黄橙 良

2 土   器 台付甕 (74) ハ ケ 10YR 8/3浅 黄橙 良

上   器 甕 (6.6) ハ ケ 10YR 6/6明 責掲 良 木葉痕

上   器 壷 ケズリ 10YR 4/6 褐 良

土   器 重 (90) ハ ケ 7 5YR 7/8責 橙 良

土   器 小壷 ハケ・ ケズ リ 10YR 8/4浅 黄橙 良

7 土   器 甕 (234) (74) ハ ケ 10YR 6/4鈍 い貢橙 良

土   器 獲 10YR 6/4鈍 い黄橙 良

上   器 鉢 (110) ″ヽケ 10YR 4/6 褐 良

土   器 壷 (4.6) ケズ リ 10YR 7/4鈍 い黄橙 艮

土   器 重 (14 4) ナデ・縄目文様 5YR 6/8橙 良 折 り返 し日縁

土   器 甕 (136) ハ ケ 5YR 7/4鈍 ウヽ橙 良

土   器 壷 ナデ・ ミガキ・ハケ 10YR 6/6明 黄褐 良 ボタン状貝占付文

穴 写真 2 1号竪穴南榛 )レ トセクション写真 1 竪
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33地蔵北遺跡

調 査 位 置  甲府 市 東 光 寺 三 丁 目1713他

調 査 原 因 集 合 住 宅建 設

メ寸多熊雇釘れ葦  1,21l m2

調査 面積  12m2
調査 期 間  平 成 8年 9月 6日 ～17日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

地蔵北遺跡が所在 す る里垣地 区 は、 甲斐善光寺
や東光寺 を始 め とす る中世 まで遡 る寺院が点在 す
る。 また『古事記』『日本書紀』 に登場す る酒折宮

や古墳が多数確 認 され、遺跡 。史跡が集 中 して見
られ る地域 で ある。

調査 区 に 2× 2mの 調査 グ リッ ドを 3箇所設定
し東か らグ リッ ド1,2,3と し調査 を行 った。調
査 の結果、グ リッ ド 1か ら直径約 130cmの 上坑が確
認で き、 その底 に長径 20cmほ どの石 と須 恵器片が

確認で きた。 また、近代 の染付 も出上 した。 グ リ

ッ ド 2、  3イよ表 土直 下か ら自然堆積層が確認で き

た。

34酒折追跡

調査 位 置  甲府 市酒 折 三 丁 目1283-1、 1281-1、

1271、  1271-2

調査 原 因 運 動 場 造成

対 象 面積  5,605m2
調査 面積  8世
調査 期 間  平 成 8年 9月 18日 ～19日

調査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

酒折遺跡 は八人 山の南麓 に位 置す る。酒折

宮 は、現在地 よ りも北の舌状 に張 り出 した尾

根筋 に在 った とされ る。

調査 は 2× 2mの 調査 グ リッ ドを 2箇所設

定 し、行 った。地表 か らそれぞれ 60cln程 度掘

削 し、 自然堆積層 とな るこ とを確認 した。遺

構 は検 出で きなか った。出土遺物 は縄文土器、

黒曜石、土師器の小片が出上 した。

1表 土 (砕 石 )

2暗褐色粘土層

3黄掲色粘土層

4黒 褐 色 土 層

5皓褐色粘土層

腑
・　
０７
・

3
4   

早____+__」とim
図 1 試掘坑配置図 図 2 基本 層 序
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35塩部追跡 (第 4次 )

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 塩 部 二 ・ 三 丁 目地 内

道 路 改 良 工 事

7,000m2

146m2

平 成 8年 10月 1日 ～ 17日

佐 々 木  満

甲府工業高校校合

C区 日

ロ

(水田耕作土層 )

2暗 灰 黄色 土層

3皓 掲 色 土 層

4黒 褐 色 土 層

5暗オリーブ褐色土層 (4号滝 )

G黒 褐 色 土 層 灰色がかり粗粒砂を微量含む。 (5号溝 )

7黒 褐 色 土 層 灰色がかり粗粒砂を少霊含む。 (5号漉 )

8暗オリーブ褐色土層

9黒 掲 色 土 層

10黒 色 土 層

‖ にさい黄褐色土層 (地山)

攪舌b・ 盛土層

D区全体図

0            2m

-

O         Im

-

図 2

トレンチ配置図
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調 査 の概 要

本 地 点 の 南側 は、 山梨 県 埋 蔵 文化 財 セ ンター で本 調 査 を実施 した 甲府 工 業 高校 校 合 地 点
の西側 に位 置 す る。 南 北 方 向 に細 長 い調 査 対 象 区 内 を大 き く 4箇所 に分 けて調 査 を した。
A区 と した北側 の調 査 区 で は表 土掘 削後 す ぐに地 山面 が検 出 され、 遺 構 な どは検 出 され

なか った。 A区 か ら B区 まで の 間 は住 宅 な どが移 転 前 で あ っ た た め未 調 査 と したが、 B区
で も灰 釉 陶器 が 2点 出土 した の み で あ り、遺構 な どは確 認 され な か っ た こ とか ら、 密 度 は

極 め て薄 い と考 え られ る。

C・ D区 につ い て は、 県 調 査 区 の 隣接 地 で あ り最 も遺 構・ 遺 物 が検 出 され る可 能性 が 高
い と考 え られ た。 D区 か らは若 千 の遺 物 と と もに溝 跡 4条 と土坑 1基が検 出 され たが 、 3
～ 5号溝 跡 は近 世 以 降 の水 田 に関 わ る水 路 と考 え られ る。 1・ 2号溝 跡 と 1号土坑 は、 覆
土 の様 本目か ら弥生 か ら古 墳 時代 の遺 構 と考 え られ るが 、 遺 物 の 出土 もな く、 時期 決 定 の決
め手 を欠 いた。

周 辺 は解体 され た住 宅基 礎 な どの攪 乱 も多 く、 残 存 状 況 も極 め て悪 い こ とが予 測 され、
かつ遺 構 ・ 遺 物 の 密度 が 薄 か った こ とか ら試掘 調 査 で確 認 を終 了 と した。

蕩
| 房 0雲 5

表 1 塩部遺跡 (第 4次)出土遺物観察表

図 3 出 土 遺 物
lm

単位 :cm( )は反転実測による復元値

目
出

Ｏｍ
一　

　

　

　

〇５

・　

　

　

　

悧

・

l表  土 (砕石)

2 皓褐色土 (サラサラしている)

3 贈掲色土 (色調か胤け

コ褐色砂層

5褐色砂層的子か紹しい

図2基本層序

番号 れ三    月J 器  種 調 整 色   調 焼 成 備   考
日 怒  高

1 土   器 不 ロクロ 7 5YR 7/4鈍い橙 良

2 土   器 ITN ロクロ 10YR 7/4鈍い責橙 良

3 灰釉陶器 碗 ロクロ N5/灰 良 二次被熱

4 灰釉陶器 碗 (14 0) ロクロ 25Y7/2灰黄 良

5 金属製品 煙管 良

36天神西遺跡 (第 1次 )

調 査 位 置  甲府 市千塚 四丁 目3331、 3332、

3541、  3541-1、  3542

調 査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸象 面積  558.07m2
調 査 面積  12∬
調 査 期 間  平 成 8年 10月 2日 ～15日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

調査地 は荒川 の左 岸、現在 の流路 との距離 はわ

ずか に10mし か離 れて いない。調査地 に 2× 2m
の調査 グ リッ ドを 3箇所 設定 し (東 よ り 1,2,3
とした )、 試掘調査 を行 った。

調査 の結果、 1グ リッ ドは地表下 40cmか ら遺物

が出上 し始 め、地表 下 100cmで土坑 が確 認で きた。

3グ リ ッ ドで は地巧登
~ド

60cm¬33段 に↓屈り辺じま才をた

土坑 が検 出で きた。 出土遺物 に、土師質土器片、

古銭 (元豊通宝)があ る。

-34-
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甲府 市 千 塚 五il~目 2926-1

宅 地 造 成

1,821.95m2

320m2

平 成 8年 10月 21日 ～

平 成 9年 1月 29日

平 塚 洋 一

図 3 出 土 遺 物

表 1 天神西遺跡出土遺物観察表

37榎田遺跡 (第 3次 )

調 査 位 置

調査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調査 担 当

調 査 の概 要

今 回の調査 地 点 は、 平 成 4年 に県 埋蔵 文化 セ ンターが

発掘 調 査 を実施 し、 弥生 時代 か ら平 安 時代 にか けての大

規 模 集 落 跡 や 方形 周溝 墓群 が確 認 され た地 点 の、 道路 を

挟 ん で東側 に あた る。

造成計 画 で道路 が建 設 され る場所 に、 2m幅 の試掘 ト

レンチ をそれ ぞれ 設定 し調 査 を実施 した。 その結果 、 弥

生 時代 か ら平 安 時代 にか けて の上 器 が 多量 に出上 した。

その ため、新 規 に造成 され る幅 6× 25mの道路 部分 につ

いて全 面 を発掘 調 査 の対 象 と し、 宅地 部分 につ いて は個

別 に試掘 調 査 で対 応 す るこ と と した。

建 設 され る 2条の道 路 の うち、 北側 の道路 を トレンチ

1、 南側 の道路 を トレ ンチ 2と した。 さ らに トレ ンチ 1

の東側 に 1段低 く飛 び 出 た区画 を トレ ンチ 3と して調 査

を実施 した。

▽
ｎ
Ｈ
Ｈ
υ

‐（田》‐

図 1

0              103m

単位 :cm( )イよ反転実測による復元値

0            20m

―トレンチ配置図

番号 種  別 器   種
法 量

調 整 色   調 焼成 備   考日 器  言 FA 径

1 土   器 不 ナ デ 75YR 6/4鈍 い橙 良

2 土   器 不 (60) ナデ 5YR 6/6橙 良

3 土   器 邦 ナデ 75YR 7/4鈍 い橙 良

4 土   器 信 鉢 ナ デ 75YR 7/4鈍 い橙 良

5 土 製 品 ナデ・ヘラ 5YR 7/4鈍 い橙 良

6 土   器 悟鉢 ロクロナデ 5YR 6/6橙 良

7 陶   器 碗 ロクロ 5Y7/3,表 黄 良

8 金属製品 煙管

T] T-3

¶

T-2

＼

／

１

0
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トレンチ 1(上層 )

地表 か ら約 70cmの 深 さで遺物がやや多 く出土 したため、精査 を実施 し遺構確認 を行 った。

トレンチ東側 に直径 2mを超 える巨石 が集 中 し、 その周囲 に南北方向 に延長方向 を持 つ溝

跡が4条検 出で きた。

トレンチ 1(下層 )

地表 か ら約 100cmの 深 さで精査 し、遺構確 認で きた もの を トレンチ 1下層 として区分 し以

下の とお り報告す る。 トレンチ 1下層 か らは 3軒の竪穴住居跡、 1条 の溝跡が検 出 された。

1号 竪穴  (位置)ト レンチ 1北西。 3号 。11号・ 12号 竪穴 と重複す る。 (主軸)カ マ ド

その もの は確 認で きていないが、北 カマ ドと想定す ると西壁方向か らN-22° 一W。 (形状・

規模)他の竪穴 と重複 し、 また調査 区域外 に拡大す るため、全体像 は不 明で ある。 (床)明
確 な硬化面 はなか った。掘 り上 が った状態 は掘 り方面 と考 えてお きたい。 (カ マ ド)確認で

きなか った。 (壁)西壁 は比較 的良好 に検 出 されたが、南壁 の残存状況 は不良で ある。 また

東・北壁 につ いては他遺構 との重複や調査 区外 にあた るため検 出で きなか った。

3号竪穴  (位置)ト レンチ 1北西。 1号竪穴・ 11号 竪穴 と重複す る。W-40°一N。 (形

状・規模)他 の竪穴 と重複 し、また調査 区域外 に拡大 す るため、全体像 は不 明であ る。 (床 )

明確 な硬化面 はなか った。 しか し、責褐色 の粘上が貝占られた状態で確 認で きたため、 これ

を床面 として考 えたい。 (カ マ ド)約 90cmの 円形 の掘 り方 を もつ。向か って左 に 4石 (外椒1

に もう 1石 )、 右 に 3石 を配す。奥 に円筒形土器 を横位置 に配す。 (壁 )残存状況が悪 く不

明瞭だ った。

11号 竪穴  (位置)ト レンチ 1西端。 1号竪穴・ 3号竪穴 と重複す る。 (主軸)わずか に

残 る南壁 か らN-22° 一Wと 推浪1さ れ る。 (形状・規模)他の竪穴 と重複 し、また調査 区域外

に拡大 す るため、全体像 は不 明で ある。 (床)明確 な硬化面 はなか った。 (カ マ ド)確認で

きなか った。 (壁 )南壁 の一部がやや残 りが良か った。

12号 竪穴  (位置 )ト レンチ l。 1号竪穴 と重複す る。調査 区の北壁 断面 で確認 した も

ので、 1号竪穴 に重複 して しまい、断面 での確 認 となった。

トレンチ 2(上 層 )

遺物がやや多 く出土 した地表 か ら約 60cmの 深 さで、精査 を実施 し遺構確 認 を行 った。 80

基以上 の ピッ ト群 が確認で きた。 しか し、 ピッ ト群 に規則性 は看取 で きなか った。

トレンチ 2(下 層 )

地表 か ら約 100cmの 深 さで精査 し、遺構確 認で きた もの を トレンチ 2下層 として区分 し以

下の とお り報告す る。

2号 竪穴  (位置)ト レンチ 2南 西。 (主軸)比較 的残存状況 の良か った東壁 か ら、N―

11° 一E。 (形状・ 規模 )残存状況が不良で あ るが、隅丸方形 を呈す るこ とを想定 してい る。

(床)明確 な硬化面 はなか った。 しか し部分的 に白色 の粘 土 を意図的 に貼 り付 けた箇所が

確認で きたため、 この面 を床面 として考 えたい。 (カ マ ド)確認で きなか った。 (壁 )東壁

のみ比較 的良好 に残存 す る。 (出 土遺物)10世紀前半 に位 置づ け られ る土器 を中心 に出土 し

てい る。 3は墨書土器。横 に二本、縦 に三本 を線 引 きす る。 ドーマ ンを模 した もので、祭

祀 に用 いた もので あろ う。 トレンチ出上の もので あるが 70は 同様 の墨書 を持つ ものであろ

う。 8は置 きカマ ドの破 片で ある。

4号竪穴  (位置)ト レンチ2ほ IF中央 に位置す る。 5号・ 6号 。10号・ 13号 竪穴 と重複

す る。 (主軸)N-5° 一W。 (形状・規模 )比較 的残存状況の良好 な北辺か ら、隅丸方形 を

呈す るこ とを想定 してい る。東西約 7mの規模 を測 る。 (床)明確 な硬化面 はなか った。 (カ

マ ド)今回確認 されたカマ ドのなかで最大規模 を誇 る石組 みカマ ドで あ る。 4号 竪穴の北

辺のほぼ 中央 に位置す る。南北約 2.5m、 東西約 2mを 測 る。向か って左 に 7石、右 に 6石
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餌
鮭ノ

亀

トレンチ ]上層

トレンチ ]下層

C

トレンチ ]下層西壁 トレンチ ]下層北壁

日即

1贈褐 色 土層 水臼耕作土

2褐 色 土 層 水田床土

3黒 褐 色土層 やや灰色がかり黄褐色土を微量含む。粘性はやや弱く、しまりはある。

4黒 色 土 居 やや砂利っぼく炭イと物を少重、黄褐色上を微置含む。粘性はやや弱く、

しまりはある。

5黒 色 土 層 やや砂利っぼく焼土粒を微量含む。粘性はなく、しまりはやや強い。
S黒 色 土 層 2、 3層 に比べやや明るく、砂利もやや粗い。粘性はなく、しまりはある。

7黒 色 土 層 炭化物を微量含0。 粘性はなく、しまりはやや強い。
8黒 色 土 屈 炭イヒ物、焼土粒を主体とする。
9黒 褐 色 土層 灰オリープ色砂粒を多量に含む。粘性はなく、しまりは強い。

10本褐 色 土層 焼土粒主体の層。

11 黒褐 色 土層 炭化物を少量、焼土粒を微五含む。粘性はやや弱く、しまりはある。 (3号堅穴)

12灰オリーフ色土層 灰オリージ色砂粒、粘土粒を主体とする。

13黒 色 土 層 炭化物を微量含む。粘性はなく、しまりは強い。

14階 褐 色 土層 焼土含む。 (]号竪穴 )

15皓 褐 色 土層 白色砂粒倉む。 (1号竪穴 )

12

13

トレンチ ]下層北壁

層

唐

層

層

層

層

層

層

山

韓錠碑碑策碑縦騨

暗
褐

黒

黒
黒

黒
黒
黒

地

水田耕作土

水田床土

水田床土

全体に砂利つぼく、粘性はなく、しまりはある。
全体に砂利つぼく、粘性はやや弱く、しまりはある。
やや粒子の粗い砂粒を多量に含み粘性はなく、しまりやや弱い。

全体に砂利つIぎくお性はなく、しまりはある。
全体に砂利つぼく、炭化物を微量含む。粘性はなく、しまりはある。(3号藩跡)
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層
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土
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土
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土
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褐
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褐

褐
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褐

褐
褐
褐

褐

晴
暗

暗
暗

暗
黒

暗
暗
階

暗

焼土少量含む。(3号竪穴)

やや明るく、自色粒倉む。
やや暗く、■粒細い。
やや暗く、自色砂粒はほとんど含まない。
やや明るく、土粒は粗い。
土粒は細い。
2層に比べ土粒細い、自色砂粒を含む。
7層 に比ぺ明るい。黒色土混入。

灰オリージ色砂粒含む。
やや明る(土粒は粗い。

全体図・ セクシ
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I 表 土 (灰 色粘土層)

2黄 褐 色 粘 土層

3黄 褐 色 粘 土層

4灰 色 粘 土 層

5暗 褐 色 土 層

G黒 掲 色 土 層

I 表 土 (灰 色粘土層 )

2黄 褐 色 粘 土層

3黄 褐 色粘 土 層

4砂  利  層

5皓 褐 色 土 層

6皓 茶 褐 色土 層

7暗 褐 色 土 層

8極 皓褐 色 土層

9票 褐 色 土 層

10黒 褐 色 土 層
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1 黒 褐 色 土 層 焼土粒を少量と週切を含む。粘性はやや弱く、

しまりはある。

2赤 黒 色 土 層 焼土塊、焼土粒を多量に含む。粘性はなく、

しまりはある。

3黒 褐 色 土 層 焼土粒を微置、炭化物を微量含む。

粘性はやや弱く、しまりはやや弱い。

― バ

ら      ′ 14号竪穴

団
―

図 2 トレンチ 1・ 3 ョン、 3号竪穴宅



トレンチ 2上層

トレンチ 2下層

A               ▲

粘性強い。

3層 に比べやや回い。

2層に比べやや明るい。

■粒細かい。

炭化物微量含む。

炭化物微E含む。土粒粗い。

0        ,m

―
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土
土
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土
圭

土
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土

財昧髄髄髄髄髄髄色色色髄色

水

水

灰

皓

黒

黒

鱈

黒

黒

黒

黒

黒

黒

14黒 色 土 層

'S黒
色 ■ 層

〕6黒 色 土 層

17黒 色 土 層

18黒 色 土 層

19黒 色 土 層
20黒 色 土 層
?1黒 色 上 層
22 階灰オリープ色土層
23黒 色 土 層
2コ 黒 褐 e土 層
25黒 褐 El土 層
26黒 色 土 層

炭化物を少量、贈ォリープ色土粒を微量含む。土粒はやや細く粘性、しまりはある。
14層に比ぺ暗く、しまりやや強い。
全体にやや灰色がかり、炭化物、焼土粒を多量、工砂利を微重含む。土粒はやや粗く、粘性はやや弱い。しまりはある。
1層 に比べ明るい。 (3号竪穴 ) (3号肇穴)

炭イヒ物、焼土粒を妄二、灰オリーフ土粒を少量含む。■粒はやや細く、粘性、しまりはある。(9号竪穴)

炭化物塊、炭化物、焼土粒を多二、オリーブ色粘土粒を少量含む。粘性、しまりはある。(3号竪穴)

焼土粒、灰オリーブ土粒を少量、炭化物を微量含む。上粒はやや組く粘性はやや弱い。しまりはある。 (3号竪穴)

17層 と同じ。(3号堅穴)

灰オリーフ色砂粒を多量に含む。土粒はやや制く、粘性、しまりはある。(10号竪穴)

灰オリーブ色砂粒を少量、炭化物を微量含む。粘性、しまりはある。(10号 竪穴)

炭化物を微量倉む。土粒はやや粗く、粘性はやや弱い。しまりはある。(10号 望穴)

玉砂利、炭化物を少二、暁土粒を微量倉む。土粒はやや粗く、粘性、しまりはある。(10号 竪穴)

炭化物、灰オリープ色砂粒を微二含む。■粒はやや粗く、粘性はやや弱い。しまりはある。(10号 堅穴)

色 土 層 灰オリープ色砂粒を多■に含む。土粒は細く、粘性はや

や弱く、しまりはある。(10号堅穴)

褐 色 土 灰オリープ色砂粒を少■含む。土粒はやや細く、粘性は

やや弱い。しまりはやや弱い。

27黒

28 贈

29黒

黒 褐 色 土 層

玉砂利、粗粒砂を主体とする。(潜 )

黄褐色土、小礫を微
=含

む。土粒は粗く粘性やや弱く、しまりはやや強い。

炭イヒ物、焼土粒を微量含む。土粒はやや組く粘性はやや弱く、しまりはやや強い。

5層に比べやや明るく、土粒は糧い。

茂化移を微量含む。土粒は粗く、粘性はなく、しまりはある。

小礫を少二、炭化物を微■含む。土粒は粗く粘性はあり、しまりはある。

炭化物を少二、小篠を微二含む。■粒は細く、粘性あり。しよりはやや弱い。

玉砂利、炭イヒ物を少量含む。粘性はありしまりはある。土粒はやや粗い。

礫が入り、玉砂不」を少量、炭化物を微量含む。10層に比べやや明るい。■粒はやや粗く粘性あり。しまりやや強い。

小石礫を少量、オリーブ色土粒を多Hに含む。■粒はやや細く、粘性はあり。しまりはある。

炭化物を少量含む。土粒は細く、粘性はあり、しよりはある。

色 土 層

8踏 褐 色 土 層

9暗 褐 色 土 層

10淡褐色シルト層

lI 淡褐色シルト層

12淡褐色シルト層
層

層

層

層

層

層

±

■

土

土

土

土

色

色

色

色

色

ｅ

黒

黒

黒

黒

黒

黒

３０

３‐

３２
お
¨
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３５

玉砂利、炭化物、焼土粒を微量含む。土粒はやや粗く、

粘性はやや弱い。しまりはある。

29層 に比べ土粒がやや細く、灰色砂粒を少I含む。

30層 に晃べ土粒が粗い。
灰オリーブ色砂粒を少二含む。■粒はやや粗く粘性あり。
土粒がややlaぃ。
灰オリーブ色砂粒を少量含む。粘性あり。

灰オリーフ色砂粒やや多量に含む。

4号 竪穴 寵

Υ

σω 8⑤亀
鰯

◎
◎◎◎駕 る

サブトレンチ

謂

◎
◎
的

13号竪穴
2香  Q ‰柊鮭凛S

5号竪穴

 呈 罐け絢

10号 竪穴

旱

土粒粗い。
黒色土プロック混入、■粒細かい。

やや明るい。

やや暗い。

■粒糧い。

炭化切微量含む。4層より暗い。

1褐 色 土 層

2晴 褐 3土 層

3淡 褐色砂質土層

暗 褐 色 土 層

暗 褐 色 土 層

鰭 褐 色 土 層

図 3 トレンチ 2全体図・セクション・ 4号竪穴寵

2号竪穴 西 壁

日表止

白色粒多量、炭化物少量倉む。

■粒粗い。

2層に比べやや明るい。■粒粗い。

2層に比ぺやや晴い。

2層にとしぺやや暗い。炭化物含む。土粒細い。

土粒糧い。

土粒細い。

やや明るい。

やや贈い。

0             1m

―

旦303Ю 0
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が残 る。カマ ド石 の抜 き取 り痕 もあるため、片側 に10石程 度組 んだ もの と推測 され る。 (出

上遺物 )古墳時代後期 に位置づ け られ る土器群 が出上 してい る。 また 1点 で あるが瓦 片 も

出上 してい る。

5号竪穴  (位置)ト レンチ 2中 央やや東 よりに位置する。 4号・ 6号竪穴 と重複する。

(主軸)N-6°一W。 (形状・規模)北辺は調査区外にあた り、南 。東 も残存状況はあまり

良 くない。南辺は最大で約 5mを計測する。 (床)明確な硬化面はなかった。掘 り上がった

状態は掘 り方面 と考えておきたい。 (カ マ ド)石組みカマ ドであり、 5号竪穴の南辺に確認

された。

6号竪穴  (位置)ト レンチ 2中 央やや東寄 りに位置する。 4号・ 5号竪穴 と重複する。

(主軸)N-2°一W。 (形状・規模)他遺構 との重複により残存状況は良 くない。 (床)明
確な硬化面はなかった。掘 り上がった状態は掘 り方面 と考えておきたい。 (カ マ ド)東辺に

確認された。

7号竪穴  (位置)ト レンチ 2中 央やや西 よりに位置する。 8号・ 9号竪穴 と重複する。

(主軸)N-10° 一W。 (形状・規模)東西 。南北約4.5mの 正方形を呈する。 (床)明確な硬

化面はなかった。 (カ マ ド)東辺に東西70cln、 南北120cmの 掘 り方を持つ。 (壁)北壁は比較

的良好に残 り、30clnほ どの立ち上が りが確認できた。

8号竪穴  (位置)ト レンチ 2中 央やや西よりに位置する。 7号竪穴 と重複する。(主軸)

N-2°一E。 (形状・規模)南半分は調査区外に拡大する。東西約 3mを 測 り、方形を基調

とする。 (床)明確な硬化面はなかった。 (カ マ ド)北辺のやや東寄 りに確認できた。粘土

で構築され、中央に支脚石 を持つ。

9号竪穴  (位置)ト レンチ 2中 央やや西よりに位置する。 7号竪穴 と重複する。(主軸)

N-5°一E。 (形状 。規模)東西約 3m南北 2～ 2.7mの 不整な方形を呈する。 (床)明確な

硬化面はなかった。 (カ マ ド)ま とまった焼土は確認できなかった。 (壁)西壁および南壁

で約10cmの立ち上が りが確認できた。

10号 竪穴  (位置)ト レンチ 2ほぼ中央に位置する。 4号・13号竪穴 と重複する。(主軸)

N-8°一E。 (形状・規模)南側は調査区外に拡大するため全体像は不明である。北辺は約

3mを計測する。方形を基調 とするもの と考えておきたい。

13号竪穴  (位置)ト レンチ 2ほぼ中央に位置する。10号竪穴 と重複する。調査区の北

壁断面での確認 となった。

トレンチ 3

地表から約80cllの深 さで精査 し、遺構確認を行った。

14号 竪穴  (位置)ト レンチ 3北東。 (主軸)N-22° 一E。 (形状 。規模)北側、東側それ

ぞれが調査区外に拡大するため、全体像は不明である。方形を基調 とするものと考えたい。

(床)明確な硬化面はなかった。(カ マ ド)調査区内にまとまった焼土は確認できなかった。

(壁)西壁で約 30cII、 南壁で約15cmの 立ち上が りが確認できた。

ま  と  め
今回の調査により古墳時代から平安時代にかけての集落が広 く展開 していたことが確認

でき、また弥生時代から平安時代にかけて非常に多 くの遺物が出上 したことは大 きな成果

である。

-41-



1号 。3号 竪 穴

2号 竪 穴 遺 物 出 土 状 況 3号 竪 穴 カ マ ド

4号 竪 穴 カ マ ド 4号竪穴カマ ド右袖遺物出上状況

榎田遺跡 (第 3次)調 査写真 (1)
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4号 竪 穴 完 掘

韻 轟ェ1飴

ト レ ン チ 2仝 景

8号 竪 穴 カ マ ド 10号 竪 穴 カ マ ド

ト レ ン チ 3全 景 14号竪穴遺物出土状況

榎 田遺跡 (第 3次)調 査写真 (2)
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4号 竪 穴

↑`＼Ⅲ

'C、岸
｀

｀

∬
|【

ヾ

W//////%
タ

物維
日

日

日

用

３

5号 竪 穴

8号 竪 穴

‐◎
血

14号 竪 穴

4号～ 6号・ 8号 ～10号・ 14号 竪穴出上遺物

6号 竪 穴

33

9号 竪 穴

5

10号 竪 穴

鰻 究

図 5
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]号 溝 跡 8号 土 茄 15号 土 坑

調 査 区 ― 括

|

22号 土 坑

＝

Ｈ

Ｈ

用
一‐郁幾輯響‐

∞ 硯

笠

基

ヤ

D              l oOl

1号溝跡、 8号 。15号・19号・22号土坑出土遺物、調査区一括出土遺物 (1)

箸
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調 査 区 ― 括

韻 塚

∞

経

ヽ

＼

調査区一括出土遺物 (2)
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図 8 調査区一括出土遺物 (3)
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表 1 榎田遺跡 (第 3次)出土遺物観察表 単位 ( )は 反 転 冥測 に よる 元値

番号 れ三    男1 器  種 調 整 色 調 焼 成 備 考
日 径

1 土   器 皿 (186) (26) ナデ・ケズ 2 5YR 5/6明 赤褐 良

2 土   器 不 (124) (25) ロクロナデ・ケズリ 2 5YR 5/6明 赤褐 良 内面炭化物付着

3 土   器 不 ナデ・ケズ 2 5YR 5/6明 赤褐 良 墨書

4 上  器 不 (130) (38) ロクロナデ・ケズリ 2 5YR 5/6明 赤褐 良

5 土  器 不 ナデ・ケズ 2 5YR 5/6明 赤褐 良 内面黒色

6 土   器 不 (150) (45) (48) ロクロナデ・ケズリ 5YR 6/6橙 良 内面黒色

7 土   器 小形甕 (138) ナデ・ハケ 5YR 6/6 橙 良

8 上   器 置き竃 ナデ・ハケ 5YR 5/6明 赤褐 良

9 上   器 長胴甕 (29.6) ナデ・ハケ 5YR 5/6明赤褐 良

土   器 】B台患 (250) ナデ・ハケ 25YR 5/6明赤褐 良

土  器 台付甕 11 8 11.6 ナデ・ケズリ 25YR 4/6赤褐 良

須 恵 器 郷 14 0 ロクロナデ 5Y 灰 白 良 内面緋欅

灰釉陶器 碗 (74) ロクロナデ 25Y6/1黄灰 良 釉ハケ塗 り

灰釉陶器 壷 ロクロナデ 25Y7/2灰黄 良

土 製 品 7 5YR 6/6橙 良

土 製 品 53 25YR 4/6赤褐 良

土   器 深 鉢 か すり消し縄文 10YR 5/4鈍い黄褐 良

土   器 邪 ナデ・ケズリ 75YR 5/4鈍 い褐 良

土   器 パ (152) ロクロナデ 75YR 4/6褐 良

上   器 置き電 (216) 26 2 (28 0) ナデ・ハケ・指頭痕 75YR 4/6褐 良 外面炭化物付着

上   器 円筒形 57 5 13 0 ケズ リ・ハケ 5YR 6/6橙 良 輪積痕

上   器 羽 釜 (267) ケヽ・ ナデ 5YR 5/6明赤褐 良 内面炭化物付着

土   器 羽 釜 (260) ナデ・ハケ 7 5YR 5/6明 褐 良 炭化物付着

土   器 不 (128) ナデ 。ケズリ 5YR 7/8 橙 良 静止糸切 り

土   器 不 (124) ケズ リ 7 5YR 3/2黒 褐 良

上   器 台付甕 (144) ナデ・ハケ 7.5YR 6/4鈍い橙 良 S字状日縁部

上   器 坑 11 0 ミガキ 5YR 7/6 橙 良 内外赤色塗彩

土   器 甕 17 0 20.4 ナ デ 7 5YR 5/6明 褐 良

土  器 長胴甕 22 9 37.7 ⑬,9 ナデ・ハケ 。叩き 10YR 5/3鈍い黄橙 良 輪積痕

瓦 平 瓦 (内 )布 目。(外)縄 目 5Y 灰 良

上  器 かわらけ (90) ロクロナデ 75YR 4/4褐 良 回転糸切 り

上   器 甕 (23 0) ナデ・ハケ 5YR 4/6赤褐 良 輪積痕

土   器 郭 (44) ハ ケ 5YR 4/6赤褐 良

土 製 品 紡錘車 ナ デ 2 5YR 5/8明 赤褐 良

土   器 高台邪 ガキ・内外面暗文 2 5YR 6/8橙 良 削り出し高台

上   器 不 (14 2) ナデ・ ミガキ・ケズリ 10YR 3/1黒 褐 良

上   器 不 14 0 ナ デ 5YR 7/8橙 良

土   器 甑 ナデ・ハケ 5YR 5/4鈍 い赤褐 良 折り返 し日縁

土   器 深鉢か 7 5YR 4/4褐 良 縄文土器

須 恵 器 不 (140) ロクロナデ 2.5YR 7/1 灰 白 良 緋継

上   器 不 113 ロクロナデ 10YR 7/3鈍 い黄橙 良 回転糸切 り

土   器 不 (128) (39) (60) ロクロナデ 25YR 5/6明赤褐 良 回転糸切 り

土   器 不 12 1 ロクロナデ 10YR 7/6明 黄褐 良 回転糸切 り

土   器 脚高高台不 ロクロナデ 5YR 6/6橙 良

灰釉陶器 邪 ロクロナデ 25YR 7/ユ 灰 臼 良

須 恵 器 重 (193) ロクロナデ N6/灰 良 輪積痕

灰釉陶器 皿 90 ロクロナデ 2 5YR 7/1灰 白 良

土   器 不 (124) ロクロナデ・ケズリ 5YR 5/6明赤褐 良

土   器 ネ (126) (44) ロクロナデ・ケズリ 5YR 6/8橙 良

土  器 郷 (132) (62) ロクロナデ 5YR 6/6橙 良

土   器 羽 釜 (22 8) ナデ・ ハケ 7 5YR 6/2灰 褐 良

土  器 鉢 (36.0) ハ ケ 7 5YR 6/6橙 良

土  器 蓑 ケヽ 7.5YR 6/6橙 良

灰釉陶器 碗 (7_6) ロクロナデ 10YR 7/1 灰 白 良 三日月高台

土   器 耳 皿 ロクロナデ 10YR 7/1明 黄褐 良

土  器 甑 (21 6) ケヽ 7.5YR 5/6明 褐 良

土   器 深鉢 7.5YR 4/6褐 良 縄文土器

土   器 深 鉢 半裁竹管 7.5YR 5/4鈍い褐 良 縄文土器

土   器 深鉢 7 5YR 6/6橙 良 縄文土器

土   器 深鉢 10YR 6/4鈍い黄橙 良 縄文土器
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表 2 榎田遺跡 (第 3次)出土遣物観察表 単位 :cm( )1ま反転実測による復

香 号 れ三    男」 器  種 調 整 色 調 焼 成 備 考
日  径 器 底  径

上   器 不 ロクロナデ 75YR 5/4鈍 い褐 良 回転糸切 り

土   器 邪 (8 8) (52) ロクロナデ 75YR 5/4鈍 い褐 良

上   器 邪 (122) (3 3) (48) ロクロナデ 25YR 5/6明赤褐 良

上   器 必 (14_1) (42) (62) ロクロナデ・ケズリ 5YR 6/6 橙 良

上   器 不 ナデ・ ミガキ 。ケズリ 75YR 5/4鈍 い褐 良 内面黒色

土   器 不 12 8 47 ロクロナデ・ ケズ リ 5YR 5/6明赤褐 良

土   器 邪 ロクロナデ 5YR 6/6 種 良 回転糸切 り

土   器 邪 (142) ロクロナデ 5YR 6/6 橙 良 回転糸切 り

土   器 rTN (126) ロクロナデ 2 5YR 5/6明 赤褐 良 墨 書

土   器 不 (63) ロクロナデ・ ケズ リ 2 5YR 5/6明 赤褐 良 墨 書

上   器 不 ミガキ・ケズ リ 10YR 4/1 褐 灰 良 内外面黒色

土   器 邪 (138) (38) ミガキ・ケズ リ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良 外面炭化物付着

土   器 邦 (110) ナ デ ガ キ N3/暗灰 良 内面黒色

土   器 不 ナデ・ ミガキ・ケズリ・ハケ 10YR 5/3鈍い責褐 良 内外面黒色

土   器 娩 (180) ナデ・ ミガキ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良

上   器 小型甕 ナ デ 5YR 4/4鈍い赤褐 良 木葉痕

上   器 器 台 (90) ミガキ 5YR 6/6橙 良 赤色塗彩

上  器 高不 イヽケ 5YR 6/6橙 良

上   器 甑 ナデ・ ミガキ 10R5/6赤 良 内外面赤色塗彩

土   器 高郭 (184) ガキ・櫛描状暗文 10R 4/4赤褐 良 内外面赤色塗彩

l 土   器 高 不 (106) ナ デ ガ キ ケヽ 10R 赤褐 良 内外面赤色塗彩

土  器 高不 (27 0) ミガキ・櫛描状暗文 5YR 5/6明赤褐 良 内外面赤色塗彩

上  器 小型壷 ナデ・ ケズ リ 7 5YR 6/6橙 良 外面赤色塗彩

土  器 台付甕 (140) ナデ・ヤ旨頭ナデ・ハケ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良

上   器 台付甕 指 頭 ナ デ・ ハ ケ 25Y5/6明赤褐 良

土   器 台付甕 ハ タ 5YR 6/6橙 良 指頭痕

土   器 小形甕 (12.0) ナデ・ハケ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良 炭化物付着

上  器 台付甕 (50) ケズ リ・ハケ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良 輪積痕

土  器 童 ナデ・ハケ 2 5YR 4/4鈍 い赤褐 良 外面炭化物

土   器 長胴甕 (188) ナデ・ハケ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良

土   器 甕 (30.2) ナデ・ハケ 5YR 5/6明赤褐 良

土   器 甕 (310) ハ ケ 7 5YR 5/6明 褐 良

土   器 甕 (288) ナデ・ハケ 7 5YR 6/6橙 良

上  器 抱手錦 (31.0) ナデ・ハケ 5YR 6/6橙 良

上   器 長胴甕 (100) ハ イナ 7 5YR 6/6橙 良 木棄痕・指頭痕

土   器 鍋 か (37 6) ナ デ 7 5YR 5/4鈍 い褐 良 スス付着

土   器 置き竃 ナデ・ハケ 75YR 7/6橙 良

須 恵 器 碗 (15 0) ロクロナデ 75Y5/1灰 良

須 恵 器 甕か壷 ロクロナデ 75Y5/1灰 良

100 須 恵 器 甕 タタキ・青海波文 N6/灰 良

緑釉陶器 蓋 (15 0) ロクロナデ 10Y4/2オ リーブ灰 良

緑釉陶器 碗 ロクロナデ 75Y4/3暗オリーブ 良

灰釉陶器 碗 (158) ロクロナデ 25Y7/2灰責 良

灰釉陶器 碗 (130) ロクロナデ 25Y8/1灰白 良

灰釉陶器 主 (83) ロクロナデ 5Y 灰 白 良

灰釉陶器 壷 (110) ロクロナデ 25Y6/1責灰 良 付け高台

灰釉陶器 壷 (80) ロクロナデ 5Y6/1灰 良

灰釉 Fal器 壷 (100) ロクロナデ 25Y7/1灰白 良

白   磁 碗 (108) 良

白  磁 碗 (142) 良

白  磁 碗 良

白  磁 碗 (145) 良

白  磁 碗 (150) 5Y 灰 白 良

青  磁 碗 か 10Y5/2オ リーブ灰 良

青  磁 碗 (50) 25Y7/1灰白 良

土 製 品 上錘 57 7 5YR 6/6橙 良

117 土 製 品 土錘 (57) 22 橙5YR 6/6 良

石 製 品 祗石 (77) 良

石 製 品 祗 石 良

鉄 製 品 良
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38家之前追跡 (第 3次 )

調査 位 置  甲府 市 里 吉 三 丁 目790、 793-1

調査 原 因 集 合 住 宅建 設

共寸多熊輌覇雅責  1,393.66■¥

調 査 面積  46m2
調 査 期 間 平 成 8年 11月 6日 ～ 21日

調査 担 当 志村 憲 一

調 査 の概 要

盆 地 低 地 都 標 高 約 257mに位 置 す る平 安 時 代 の

遺 跡 で あ る。 周 辺 に は里 吉 天神 遺 跡 、十 丁遺 跡 、

西 方 に は朝 気 遺 跡 な ど古 墳 ～平 安 時代 にか けての

遺 跡 が 多数見 られ る。

調 査 区 に、 南 北 23m× 幅 2mの トレンチ を設定

し、重機 で深 さ1.2m掘削 を行 っ た。遺構 は検 出 さ

れ な か ったが、地 表 下 0.8mの 第 5層 か らは不、地

表 下 1.4mの 第 7層 で は土 師 器 小 片 が検 出 され た。

図 1 試掘坑配置図

l表 土

2明 掲 色 土 層 細砂地。

3 赤黄灰色お土質層 砂若干、除微量。

4灰 色 塙 土 層 砂少量、際少量、炭化物微量。

5 明黒褐色粘土層

6灰 色 砂 層

図 3 出 土 遺 物

39榎田遺跡 (第 4次 )

幽

I表 土

2暗褐色土層

3皓褐色土層

礫含む。

4暗褐色土層

小傑多量

5褐 色 土 層

細粒、河原石含む。

霊 :

o             2m

―
図 2 深掘 り部分北壁セクション

調査 位 置  甲府 市 千塚 五 丁 目2962-7

調査 原 因 個 人住 宅建 設

メ寸拶壁F覇ん責  267.43m2

調 査 面 積  4m2
調査 期 間 平 成 8年 11月 13日 ～14日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

調査 地 点 は、 山梨 県 埋蔵 文化 財 セ ンター が平 成 3年 に発掘

調査 を実施 した地 点 か ら東 に約 120m離れ、標 高 約 302.5mで

前 述 の 37.榎 田遺 跡 に隣接 し約 lm低 い位 置 に立 地 す る。

対 象 地 に 2× 2mの 調 査 グ リッ ドを設定 し、 試掘 調 査 を実

施 した。調 査 の結 果、地 表 下 70cmの 地 層 か ら直径 20cmを 超 え る

河 原石 が 出土 し始 め、それ よ り下 層 は褐 色 の砂 質 土 とな った。
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40家之前遺跡 (第 4次 )

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 里 吉 三 丁 目9821
集 合 住 宅建 設

943.41m2

旅980m2

平 成 8年 11月 6日 ～ 21日

志村 憲一

遺 Ltlの 概要

本報告書掲載 19

にほぼ平坦で あ り

・ 25・ 38の 家 之前遺跡 (第 1～ 3次)の南側 に近接 し、他の地点 と同様

標 高 は約 257mで あ る。

調 査 の概 要

調 査 は 2箇所 に トレ ンチ を設 定 し、 重機 で掘 削 を行 い人 力 で精 査 を行 っ た。

トレ ンチ 1は 、 東 西 12m、 幅 4m、 中央 部 は南側 に部 分 的 に拡 張 した。 地 表 下約 70cm地

点 か らは、 N-52°一 E方 向 に軸 線 を もつ 、 幅 0。 8～ 1.8m、 深 さ10～ 30cmの 溝 に囲 まれ た、

一 辺約 4mの 方形 のプ ラ ンが確 認 され た。この方形 の 高 ま り内 か らは土 師 器 片 が 200点 以上

確 認 され、特 に南端 か らは多量 に検 出 され た。方形 プ ラ ン東側 に は幅 1.7m、 深 さ10cmの 溝

が確 認 され た。遺 物 は、 壷 。小 型壷 。S宇甕・ 甕・ 台付 甕・ 高 雰 な ど古墳 時代 前期 に位 置

づ け られ る土 器 が 出土 した。

トレ ンチ 2は、 東 西 12m、 幅 2m、 深 さ60cmの トレ ンチ で あ る。 トレンチ 内か らは幅 2

m、 深 さ40cmの 南北 方 向 の溝 が確 認 され て い る。

n

l灰 色 砂 質 層 表土

2灰 黄褐 色土層 粘土若干含む。

3灰 色粘 土質層 黄褐色土若千含む。

4灰黒褐色粘土層

5羮 色 粘 土 層 灰色土若千含む。

6灰 色粘 土質 層

7黒 褐 色 土 層

8灰 褐 色 粘 土層 砂若干含む。

9灰自黒色砂質層 粘土少量

10灰 色 砂 質 層 粘土若干含む。

図 2 トレンチ 1

11灰 自 色 砂 層 砂多量
12景灰黄色粘土質層 砂多量

13灰 茶褐 色 砂 層

14黒 灰 色砂 質 層 細砂粒子夢量

15自 黒褐 色砂 層 φ03mm粒子多量

全体図・セクション

トレンチ配置図粋―十一引
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表 1 家之前遺跡 (第 4次 )出上遣物観察表

番号 種   別 器  種
法

調 整 色 調 焼 成 備 考
日  径 器  高 底  径

1 土  器 壼か (136) ケズ リ・ハケ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良 赤色塗彩

土  器 小型甕 (116) タヽ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良

土  器 台付甕 (100) ナデ・指頭ナデ・ハケ 5YR 6/8橙 良 S字状日縁

4 土   器 甕 (140) ナ デ 10YR 6/3鈍い橙 良

5 土   器 甕 (14 6) ナデ・ケズリ 10YR 7/4鈍 い黄橙 良

6 上   器 甕 (172) ナデ・ケズリ 5YR 6/6橙 良

7 土   器 甕 (188) ナデ・ハケ 5YR 6/6 橙 良

8 土   器 台付甕 (176) ナデ・ハケ 7 5YR 6/4鈍 い褐 良

9 土   器 台付甕 ナデ・ハケ 7 5YR 6/4鈍 彰A褐 良 8と 同一個体か

土   器 高 不 ミガキ・ハケ 5YR 5/6明赤褐 良 3箇所に透かし穴

土   器 台付甕 (75) 指頭ナデ 5YR 5/4鈍 い赤褐 良

土   器 台付甕 (104) ヽケ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良

写真 1 トレンチ 1

-53-
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41御崎田遺跡

調査 位 置  甲府 市 東 光 寺 二 丁 目4349他
調 査 原 因 宅地 造 成

メ寸象 面積  6,297.48m2

調 査 面積  40m2
調 査 期 間  平 成 9年 2月 6日 ～12日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

御崎 田遺跡 は、愛宕 山 と善光寺 山の間 にあ り、

高倉川 に よ り形 成 された扇状地 の標 高260m付近

に位置す る。 当初 2× 2mの調査 グ リッ ドを 4箇

所設定 し、その後 重機 で拡張 し試掘調査 を行 った。

調査 の結果、地表下 0。 5～ 3mま で粘性 の強 い粘

上が堆積 していた。既存の工場建 設 に よる造成工

事のためか、遺構 は全 く桧 出 されなか った。また、

出土遺物 も土師質土器 の小片が 5点 出土 しただ け

で ある。

42天神西遺跡 (第 2次 )

調査 位 置  甲府 市 千塚 四丁 目3230他

調 査 原 因 集合 住 宅建 設

メ寸多熊雇覇和蓋  943.61m2

調 査 面積  28m2
調 査 期 間 平 成 9年 2月 19日 ～ 25日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

天神 西遺 跡 は荒川 に開析 され た扇 状 地 の標 高 302m付近 に位 置 す る。当初 2× 2mの 調査

グ リッ ドを 4箇所 設 定 し (南 西 よ り時計 回 りにA、 B、 C、 D)、 試掘 調 査 を行 った。

調 査 の結果 Aグ リッ ドで、地 表 下 80cmで平 安 時代 の竪 穴住 居 跡 が確 認 で き、 Cグ リッ ド

で地表 下 100cmに お いて古 墳 時代 前期 の竪 穴住 居跡 が確 認 で き、Dグ リッ ドで は礫 の堆積 中

か ら布 目瓦 と灰 釉 陶 器 片 が 出上 した。 その ため、 Cグ リッ ドを拡 張 し調 査 をお こな った。

その結果 、 古 墳 時代 前期 の竪 穴住 居 跡 は さ らに広 が る様 相 を呈 した。 予 定 され る建 築 物 の

基礎 が地 表 下 45cmの 設 置 で あ るため、 埋蔵 文化 財 へ の影 響 は少 な い もの と判 断 し、 試掘 調

査 を終 了 した。

□Cト レツチ

BBト レンチ

騒Aト レシチ

図 1 試掘坑配置図
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図 1 試掘坑配置図

Aグリッド北壁セクシヨン      Bグ リッド北壁セクシヨン

w          E  W

3

4

Ｅ

一

Cグリッド南壁セクシヨン

4

― A・ BCグ リツト土層説明 ―

1 灰褐色土層 (耕 作土)

2赤掲色土層 (水田床土 )

3皓 褐 色 土 層

コ 晴 褐 色 土 層

白色の砂か混じる。

5皓 褐 色 土 層

色調皓く、土粒子が細かい。

6黄褐色砂質土層

7皓 褐 色 土 層

色調は比較的階い。

8皓 褐 色 土 層

色調は[ヒ較的明るい。

9皓 褐 色 土 層

直径 2 Cm程 度の礫が混じる。

〕o皓 褐 色 土 層

W

単位 i cln( )は 反転実測 による復元に

図 2 Cグ リッ ド全体図・セクシ ン
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q司
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|れ     、  |

表

図 3出 土 遺 物

天神西遺跡 (第 2次)出土遺物観察表

2

3

9

番号 種  別 器  種
法 量

調 整 色 調 焼 成 備 考
日  径 器  高 底  径

1 土   器 不 112 (21) (60) ナ デ 5YR 6/6橙 良

2 土   器 甕 (159) ナデ・ハケ 5YR 4/4鈍い赤褐 良

3 土   器 高邪 ナデ・ ミガキ 5YR 5/6明赤褐 良

4 上   器 甕か 51 ナデ・ ハケ 7 5YR 6/4鈍 い橙 良

5 土  器 甕か ナデ・ ミガキ 7 5YR 7/4鈍 い橙 良

6 上   器 五 か (10.4) ナデ・ハケ 2 5YR 6/6橙 長

7 土   器 内耳鍋 ナデ 5YR 6/4鈍い橙 良

8 土   器 鉢 (160) 指頭ナデ 10YR 6/2灰 黄褐 良

9 瓦 平瓦 75Y5/1灰 良 布 目瓦

陶   器 仏飯器か ロクロナデ 25Y8/4淡黄 良

陶   器 碗 (46) ロクロナデ 25Y8/2灰白 良

灰釉陶器 甕か (310) ロクロナデ 25Y7/1灰白 良
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43永井遺跡

調 査 位 置   F〒 府 市 /Jヽ松 円丁425-1

調 査 原 因 個 人 住 宅建 設

メ寸象 面爾責 189.37m2
調 査 面積  4m2
調 査 期 間 平 成 9年 3月 4日

調 査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

永 井遺 跡 が所 在 す る小松 町 は、相 川

扇 状 地 の扇 端 部 標 高 322m付近 に位 置

す る。調 査 区 に 2× 2mの 調 査 グ リッ

ドを 1箇所 設 定 し試 掘 を行 った。調 査

の結果、地 表 下 60cmま で砂 が客 土 され、

地表 下 100～ 110cmで古 墳 ～平 安 時代 に

か けて の土 器 等 が 出土 した。 また、地

表 下 130cmの 地 層 か ら直径 約 20cmの 人

間 の頭 骨 が 出上 した。

＼ .

物

幽

図 1 試掘坑配置図

Om―

05-

-0-

◎
4

出 土 遺

44朝気遺跡 (第 13次 )

調 査 位 置  甲府 市朝 気 二 丁 目670-2

調 査 原 因 個 人 住 宅 建 設

メ寸多熊雇覇ん責  151.18H12

調査 面積  4m2
調査 期 間 平 成 9年 3月 11日 ～ 12日

調査 担 当 平塚 洋 一

調 査 の概 要

朝気遺跡 は古代 には巨摩郡青沼郷 に所在 していた と考 え ら

れ、 また、郷域 の東端 は山梨淋表 門郷 と境 を接 していた もの

と考 え られ る。

これ までお こな った朝気遺跡 の調査結果 か ら、朝 気遺跡 の

中心 は朝気一丁 目の 甲府 市立東小学校 か ら西 にか けて あ るこ

とが予想 されてい る。

今 回の調査 は、 2× 2mの 試掘 グ リッ ドを設定 し調査 を行
つた。調査 の結果、土師質土器小片が数点 出土 したが、地表

下 75cmま でが攪乱層、以下 は 自然堆積層で あった。

Om―

図 1

lセ メ ン ト 層

2砕  石

3階 褐 色 土 層

4褐 色 粘 土 層

5灰 色 粘 土 層

6暗褐 色 粘 土 層

7灰 色 粘 土 層

中

¬

基本 層 序

3
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緑が丘二丁目遺跡(第 8次 ) 普 羽 遺 跡

上 上器遺 跡 (第 2次 )

緑が丘一丁 目遺跡 (第 6次)(1)

図版1 緑が丘二丁目遺跡(第8次 )、 音羽遺跡、加牟那塚古墳、上土器遺跡(第2次 )、 緑が丘―丁目遺跡(第6次)(1)

加牟那塚古墳
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緑が丘―丁 目遺跡 (第 6次)(2)

十 丁 遺 跡

善光寺境内遺帥 (1)

大手下遺跡。武田城下町遺跡

大手下遺跡・武田城下町遺跡、十丁遺跡、善光寺境内遺跡(1)

-58-

図版2 緑が丘―丁目遺跡(第 6次X2)、



善 光 寺 境 内 遺 跡 (2)

図版3 善光寺境内遺跡 (2)
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善 光 寺 境 内 遺 跡 (3)

図版 4 善光寺境内遺跡 (3)
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善光寺境内遺跡 (4) 榎 田遺 跡 (第 1次 )

5

6

桜 林 B遺 跡

金 塚 西 遺 跡 (第 2次)(1)

図版5 善光寺境内遺跡(4)、 榎田遺跡(第 1次 )、 桜林B遺跡、汗タリ遺跡、金塚西遺跡(第 2次)(1)
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金 塚 西 遺 跡 (第 2次)(2)

図版 6 金塚西遺跡 (第 2次)(2)
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榎 田 遺 跡 (第 2次)(1)

図版 7 榎 田遺跡 (第 2次)(1)
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榎 田 遺 跡 (第 2次)(2)

塩 部 遺 跡 (第 4次 )

幸 町 A遺 跡

榎田遺跡 (第 2次)(2)、 幸町A遺跡、塩部遺跡 (第 4次 )
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天 神 西 遺 跡 (第 1次 )

家 之 前 遺 跡 (第 4次)(1)

図版 9 天神西遺跡 (第 1次 )、 家之前遺跡 (第 3次 )、 家之前遺跡 (第 4次)(1)
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家 之 前 遺 跡 (第 4次)(2)

跡図版10 家之前追跡 (第 4次)(2)、 天神西遺跡 (第 2次 )、 永井遺

天 神 西 遺 跡 (第 2次 )
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図版11 榎 田遺跡 (第 3次)(1)
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図版12 榎 田遺跡 (第 3次 )
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図版13 榎 田遺跡 (第 3次)(3)

緯
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4 榎 田遺 跡
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図版 1 (奔S3必k)(4)



箋
―
甑

■ |■ |.

図版 15 榎 田遺 跡 (第 3次)(5)
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報 告 書 抄 録

ふ り が な こうふしないいせき 3

圭 名 甲府市内遺跡 III

副  書  名 平成 7・ 8年度試掘調査報告書

シ リー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シリーズ番号

編 集 機 関 甲府市教育委員会

所  在  地 〒4008585山 梨県甲府市丸の内一丁目18-1 電話 055(223)7324

発 行 年 月 日 平成18年 3月 31日

香

号
所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
fIヒ漁詰 東経 調査期間 調査面積 調査原因

呵F田丁オ寸遺跡番号

1 深田遺脚

(第 2次 )

くだまちょう

国玉町606 19201

３

　
３

　
４

138°

36′

05〃

平成7年 (1995)

4月 5日

4月 6日

4m2 個人住宅建設

かみまちてんじんヤ】せき

上町天神遺跡

かみまち

」i田丁1739-3・ 4、

1740-1 布山
19201 225

つ
０

　

つ
０

　

ガ
■

138°

35′

09〃

4月 6日

4月 7日
l m2 物置建設

3 緑が丘二丁目遺跡

(第 8次 )

緑が丘二丁目
893-10

19201

５

　
０

　
６

３

　
４

　
４

138°

33′

55〃

月10日

月13日
4m2 個人住宅建設

4 音羽遺跡
消とわちょう

音】】田丁443-9 19201

Ｏ
υ
　
ガ
■
　
つ
じ

138°

32′

48〃

5月 9日

5月 17日
4m2 個人住宅建設

5 緑が丘一丁目遺跡

(第 5次 )

緑が丘一丁目

108--5。 6

19201
０
じ

138°

33ア

50〃

5月 30日 4m2 個人住宅建設

6
か ん なづか ことん

加牟那塚古墳
千塚三丁目2547-4

他
19201

つ
０

　

ガ
■

　

氏
υ

138°

32′

47〃

5月 30日 4m2 下水道工事

7 塩部遺跡

(第 2次 )

塩部一丁目367-1
他

19201 74
Ｆ
留
Ｔ

6月 12日

7月 10日
500m2 店舗建設

上土器遺跡

(第 2次 )

さくらいちょう

桜井町238 19201 164

５

　
９

　
１

つ
０
　
０
じ
　
０
ね

138°

37′

27〃

6月 22日

6月 26日
20m2 個人住宅建設

大坪遺跡

(第 8次 )

よこねちょう

横根町460 19201

138°

37′

01〃

7月 11日

7月 13日
2m2 事務所建設



番

号
所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
1ヒ牟革 東経 調査期 間 調査面積 調査原因

市町オ寸遺跡呑号

緑が丘一丁目遺跡

(第 6次 )

ケどり おか ちょうめ

緑が丘一丁目108-1 19201

138°

33/

51〃

月20日

月28日
17m2 個人住宅建設

11 宮の脇A遺跡

(第 2次 )

ぜんこう じ  ちょうめ

善光寺二丁目2744 19201 8月 9日 1.6m2 個人住宅建設

大手下遺跡・

武田城下町遺跡

おお て  ちょうめ

大手三丁 目3644-1 19201 244

138°

34′

52″

8月 10日

8月 11日
20m2 集合住宅建設

緑が丘二丁目遺跡

(第 9次 )

緑が丘二丁 目

921-1・ 3、  923-2
19201

35°

40′

43〃

138°

33′

58〃

8月 18日 8m2 個人住宅建設

緑が丘二丁目遺跡

(第10次 )

芽どり  おか ちょうめ

緑が丘二丁目8975 19201

35°

40ア

46〃

138°

33′

57〃

8月 18日 4ぽ 個人住宅建設

ほんごう Vゝ せき

本郷遺跡
Sしこうじ  ちょうめ

善光寺三丁目23591 19201

35°

39/

33〃

138°

35′

47〃

10月 11日

10月 16日
50コド 集合住宅建設

朝気遺跡

(第 12次 )

あさけ  ちょうめ

朝気二丁目642-6 19201

138°

35/

16〃

10月 19日 4m2 個人住宅建設

塩部追跡

(第 3次 )

しお べ  ちょうめ ち ない

塩部三丁 目地内 19201

138°

33′

36〃

10ナ]20日

11月 1日
loom2 県道工事

じゅっちょういせき

十丁遺跡
里吉三丁 目823、

824、  827-1
19201

35°

38′

41″

138°

35′

17〃

平成8年 (1996)

1月 8日

1月 17日

12m2 宅地造成

家之前遺跡

(第 1次 )

さとよし ちょうめ

里吉三丁 目1001 19201

35°

38′

46〃

138°

35′

22〃

2月 1日

2月 5日
12m2 宅地造成

かなやま ヤゝ せき

金 山遺跡
たかむろちょう

高室町724-2 19201

35°

36′

26〃

138°

33/

41〃

2月 27日 2m2 個人住宅建設

ぜんこうじ ちょうめ

善光寺三丁目26691 19201

138°

35′

47″

3月 6日

3月 15日
90コぱ 檀信徒会館建設

大坪追跡

(第 9次 )

よこねちょう

横根町2751・ 3 19201

138°

36′

54〃

4月 2日

4月 3日
8m2 個人住宅建設

榎田遺跡

(第 1次 )

千塚五丁 目30061 19201

35°

40′

52〃

138°

32′

33〃

4月 2日

4月 9日
9ぽ 個人住宅建設

きくらばやし いせき

桜林 B遺跡
みやばらちょう

宮原町248-1 19201

35°

36′

58〃

138°

33/

34〃

4月 15日

4月 19日
8m2 個人住宅建設



番

号
所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
IIヒ湘争 東経 調査期間 調査面積 調査原因

言i田丁本寸 遺跡番号

25 家之前遺跡

(第 2次 )

里吉三丁 目1003、

1010、  1012-2
19201 197

35°

38′

47″

138°

35′

24″

5月 13日

5月 24日
33m2 店舗建設

むらうちいしやまヤゝせき

村内石山遺跡
よこねちょう

横根町724-1他 19201 ０
０

138°

36′

36〃

5月 27日

6月 4日
26m2 グラウンド造成

27
あせ    いせき

汗タリ遺跡
しもいまいちょう

下今井町18-1他 19201

138°

34′

59〃

6月 13日

6月 21日
75m2 市民センター建設

28
とうこうじ  ちょうめ

東光寺二丁目3101 19201 122

138°

35ア

31〃

7月 1日

7月 11日
15m2 集合住宅建設

29 金塚西遺跡

(第 2次 )

ちづか ちょうあ ちない

千塚三丁目地内 19201

138°

32/

42〃

7月 11日

8月 26日
100コ〆 公園建設

すな ま い せき

砂間遺跡
高室町国母工業団地

162
19201 235

５

　
６

　
０

138°

33′

30″

7月 15日

7月 17日
6m2 工場増築

Ｏ
υ 榎田遺跡

(第 2次 )

千塚五丁目2805-4・ 5、

2806-1・ 2
19201

35°

41′

00〃

138°

32′

34〃

7月 25日

8月 20日
45.7m2 集合住宅建設

つ
０

さいわいちょう い せき

幸町A遺跡
さセゝわヤゝちょう

幸町2785他 4筆 19201

138°

34′

35〃

8月 29日

9月 20日
48m2 マンション建設

０
じ

つ
０

じでうきたいせき

地蔵北遺跡
東光寺三丁目1713

他
19201 94

５

　
９

　
８

138°

35′

35〃

9月 6日

9月 17日
12m2 集合住宅建設

34
きかおリヤゝ せき

酒折遺跡
酒折三丁目12831

他
19201

138°

36′

10〃

9 月18日

月19日
8∬ 運動場造成

35 塩部遺跡

(第 4次 )

しお べ    ちょうめ ち ない

塩部二。三丁目地内 19201

138°

33′

35〃

10月 1日

10月 17日
146m2 道路改良工事

36 天神西遺跡

(第 1次 )

ちづか ちょうめ

千塚四丁目3331他 19201

５

　
０

　
６

138°

32′

18〃

10月 2日

10月 15日
12m2 個人住宅建設

榎田遺跡

(第 3次 )

ちづが ちょうめ

千塚工丁目2926-1 19201

138°

32′

29〃

10月 21日

平成9年 (1997)

1月 29日

320m2 宅地造成

38 家之前遺跡

(第 3次 )

里吉三丁 目790、

793-1
19201

35°

38ア

46〃

138°

35ア

21〃

11月 6日

11ナ]21日
46m2 集合住宅建設

榎田遺跡

(第 4次 )

ち づか ちょうめ

千塚五丁目2962-7 19201

５

　
１

　
１

138°

32′

30〃

11月 13日

11ゲ]14日
4m2 個人住宅建設



番

号
所収遺跡名 所 れ 地

コ ー ド
耳ヒ准幸 東経 調査期間 調査面積 調査原因キ

Ｗ
４
Ｔ

Ｔ
Ｊ市 遺跡番号

家之前遺跡

(第 4次 )

さとまし ちょうめ

里吉三丁 目982-1 19201
11月 6日

11ナ]21日
80m2 集合住宅建設

み ききだ いせき

御崎田遺跡
東光寺二丁目4349

他
19201

138°

35′

15〃

平成9年 (1997)

2月 6日

2月 12日

40m2 宅地造成

天神西遺跡

(第 2次 )

千塚四丁目3230、

3231、  3232 狛由
19201

2月 19日

2月 25日
28m2 集合住宅建設

なが ラゝ ヤゝせき

永井遺跡
こまつちょう

4�会田丁425-1 19201 3月 4日 4m2 個人住宅建設

朝気遺跡

(第 13次 )

あさけ

朝気二丁目6702 19201

５

　
８

　
６

ぽ

Ｊ

γ

3月 11日

3月 12日
4m2 個人住宅建設
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